
第７　維持管理のポイント

　業務の公共的使命、社会的重要性について、運転者各自が十分認識、理解し、

施設の適正管理と安全で円滑な運転を維持することに、最大限の努力をする。

　維持管理をするにあたり、次の事項を遵守すること。

　　　１．溶融炉及び前処理設備等の維持管理は、安全第一とする。

　　　２．統括責任者を含む業務管理者は、常に業務に従事する作業者の安全に

　　　　　留意するとともに、連絡、合図、確認、報告の重要性について、理解と認識

　　　　　が得られる教育を徹底する。

　　　３．作業者は、常に安全な作業に心がけ、設備、機器の目的、機能を熟知し

　　　　　無知な行動は厳禁とする。

　　　４．日常の点検整備は、別途定める保守点検リストにもとずいて、実施すること。

　　　５．現場での安全装置の取外しは、原則として厳禁とする。

　　　　　作業の性質上、やむを得ず取り外す場合は、責任者の立会いのもと行ない、

　　　　　作業終了後は、元に戻す。（作業終了後の確認は、作業責任者が確認する

　　　　　こと）

　　　６．現場での定常又は非定常作業開始前には、必ずKYKを実施し、始業前点検、

　　　　　作業責任者の選任、安全注意事項の確認を行なう。

　　　７．緊急時は、別途定める対応マニュアルに沿って、迅速かつ安全に対応すること。

　　　８．業務の引継ぎは、責任者の立会いのもと、迅速かつ正確に行なうこと。

　　　　　また、引継ぎ事項は必ず記録すること。
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　維持管理員の業務範囲

１）業務範囲は、以下の業務場所での業務に適用する。

　　　　業務場所（所在地）：香川県香川郡直島町三菱マテリアル（株）直島製練所内

　　　香川県直島環境センター

２）業務範囲は、廃棄物の計量からスラグヤードへの貯留及び飛灰の搬出までとし、

　　次のとおりとする。

　　なお、業務遂行にあたっての費用分担は、別途定めるものとする。

（１）廃棄物の計量、監視、車両管制・指導業務

（２）プラットホームでの廃棄物の受入業務（ストックヤードより大型

　　　廃棄物破砕機への投入作業含む）

（３）溶融施設の運転及び保守点検業務

（４）飛灰、鉄、不適物の搬出車両への積載業務及び必要に応じて、

　　　スラグ搬出時の監視業務

（５）分析業務

（６）消耗品、予備品、薬剤、燃料等の在庫管理業務

　　　（資材の発注業務は除く）

（７）プラント施設内の清掃業務（見学者通路等は除く）

（８）門扉及び玄関等の施錠及び開錠

３）上記業務を遂行するにあたっての、次の業務も含む。

（１）月間作業計画の提出

（２）保守点検（整備については、別途協議の上決定する）

（３）小修理、造作等（日常の点検・整備で発見した不良箇所や

　　　故障発生箇所に対する修理、造作とする）

（５）連絡調整（定期的ミーティング）

（６）業務報告

（７）その他別途協議の上、決定した業務
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具体的業務内容例

　本業務に係る機器および装置について共通する作業は、次のとおりとする。

　（１）日常点検作業

　　　　　・異常音、振動の有無と各部温度の確認

　　　　　・冷却水、潤滑油、作動油等の量、温度、汚れ等の確認

　　　　　・機器及び配管・弁各部の油、水、蒸気、ガス、空気、その他の

　　　　　　漏洩の有無の確認

　　　　　・Ｖベルト、チェーン、コンベア類の磨耗、張りの確認

　　　　　・破砕機等の消耗部品の確認

　　　　　・異物の除去、処理

　　　　　・各計器の確認と表示ランプの点灯の確認

　　　　　・ボルトの不良、ゆるみ、又は各部変形の有無の確認

　　　　　・始業点検と運転終了時の清掃

　　　　　・運転に係る油類、薬品類及びその他の消耗品の充填及び在庫確認

　　　　　・各箇所のドレン抜き状況及びスチームトトラップの作動状況の確認

　　　　　・チャート紙、印字インク及びインクリボン等の有無の確認

　　　　　・腐食及びスケールの有無の確認

　　　　　・ボイラーについては、点検要領書にもとづく点検

　　　　　・その他の点検、日報等による点検

　（２）機器等の整備作業

　　　　　・駆動部、減速機、摺動部、油槽、軸受及びその他必要箇所の注油。

　　　　　　また、必要に応じて油脂類（作業油を含む）の交換。

　　　　　・軽微な腐食部の錆落とし、塗装及びスケールの除去。

　　　　　・機器及び配管（弁、フランジ等を含む）の油、水、蒸気、ガス、空気及び

　　　　　　その他漏洩箇所の増締を行なうとともに、必要に応じてパッキン、シール

　　　　　　部類、ボルト及びその他消耗品の確認。

　　　　　・駆動部（ベルト、チェーン）の調整及び交換。

　　　　　・各機器冷却水量の調整

　　　　　・必要箇所のドレン抜き

　　　　　・グリスニップル類、不良ボルト、ナット類の交換。

　　　　　・圧力計、液面計、温度計、各計器類の整備と交換
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　　　　　・噴霧ノズル、フィルター、ストレーナ類の清掃交換。

　　　　　・軽微な変形修正とボルト、ナット類の増締。

　　　　　・チャート紙、インクリボン、ランプ類の交換及びインクの補充。

　　　　　・その他軽微な清掃

　（３）機器、装置、現場盤及び装置廻り床、各水槽、排水溝等の清掃。

　（４）定期及び故障時における負荷の切り替え作業。

　（５）停止期間中の日常点検整備、清掃及び保安装置の確認試験作業。

　（６）異常時における適正な処置。

　（７）その他、施設運転のために必要な作業。

　（８）業務の遂行に必要な図書類の作成と報告業務。

　　　　　・作業予定表

　　　　　・運転記録

　　　　　・その他協議の上、決定した図書類
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維持管理体制の確立

　当施設の請負者が実施する維持管理体制は、次のとおりとする。

　統括責任者のもと、有資格者を含み、常駐配置人員３５名をもって、業務を遂行する。

　１）運転維持管理体制

　　　　体制は、

（１）統括責任者

（２）副統括責任者

（３）班長

（４）班員（技術員、作業員）

　　　　で構成し、詳細の運転維持管理体制は、別紙－１による。

　２）人員の職種、職務は、別途協議の上、決定する。

　３）有資格者の配置についても、別途協議の上、決定する。
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別紙－１

　　　（直勤務） （日勤務）

班長：１名 班長：１名 班長：１名 班長：１名   班長：１名 班長：１名

班員：3名 班員：3名 班員：3名 班員：3名   班員：5名(兼務1) 班員：3名

　 計：4名 　 計：4名 　 計：4名 　 計：4名 　   計：6名(兼務1) 　 計：4名

副所長 (1名)

１班 ２班 ３班 ４班 分析班前処理班

(日勤務)

(日勤務)

(日勤務)

(日勤務)

(整備指導班副班長兼任)

(副安全衛生推進者)

整備・指導班

（安全衛生推進者）

豊島・直島総括所長 (1名)

所長 (1名)

整備指導班員1名が前処理班の
作業の繁閑に応じて応援する

合計　：　35名

副班長：1名(兼務)

班員　：6名

計：8名(兼務1)

班長　：1名





特 別 注 意 事 項

　維持管理上の特別注意事項とは、通常の維持管理の注意事項を逸脱し、かつ、人体に大きく影響を

与える可能性のある次項で別紙1に示すような事態及び具体例を指す。

　上記の事態が発生した場合は、「異常時・緊急時対応マニュアル」に基づき、連絡対応を行うこと。
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別紙－１　非定常作業と安全管理

塔槽類の内部点検 酸欠 作業主任者の任命 ｺﾝﾍﾞﾔ、供給装置など ﾀﾞｽﾄの吸引 作業責任者の任命
ﾚﾍﾞﾙｽｲｯﾁの確認 有毒ガスの吸引 酸素、ＣＯ、硫化水素他濃度計の使用 回転機器の内部点検 巻き込み、挟まれ 一人作業の厳禁
内部の清掃 槽内への転落、墜落 一人作業の厳禁 ・清掃 連絡合図の徹底（中央と現場）
詰まり除去 連絡合図の徹底（中央と現場） ﾄﾗﾝｼｰﾊﾞなど通信機器の携帯

ﾄﾗﾝｼｰﾊﾞなど通信機器の携帯 主電源のＯＦＦ（ﾌﾞﾚｰｶＯＦＦ）
開口部の養生（ガードの設置） 現場盤での操作場所の切替え
安全保護具の使用 （ＣＯＳで現場選択）
（ﾍﾙﾒｯﾄ、防塵・防毒ﾏｽｸ、手袋、 回転機器への手、器具の挿入厳禁
　　ｺﾞｰｸﾞﾙ、安全帯） 安全保護具の使用
昇降設備の確保 （ﾍﾙﾒｯﾄ、防塵・防毒ﾏｽｸ、手袋、
作業終了後のﾏﾝﾎｰﾙ閉の確認 　　ｺﾞｰｸﾞﾙ、安全帯）
警告ﾗﾍﾞﾙの確認 警告ﾗﾍﾞﾙの確認

高所機器・計器の点検 転落、墜落 作業責任者の任命 ごみ・灰などｸﾚｰﾝの 誤操作による作業員との接触 有資格者による運転、作業の実施
及び検針 巻き込み、挟まれ 一人作業の厳禁 ﾜｲﾔｰ、ﾊﾞｹｯﾄ交換 高所からの墜落、転落 一人作業の厳禁

連絡合図の徹底（中央と現場） 連絡合図の徹底

ﾄﾗﾝｼｰﾊﾞなど通信機器の携帯 （ｸﾚｰﾝ運転手との連絡合図）
安全保護具の使用 ﾄﾗﾝｼｰﾊﾞなど通信機器の携帯
（ﾍﾙﾒｯﾄ、安全帯） 周囲の安全確認
昇降設備の確保（脚立の使用厳禁） 立入禁止の措置

警告ﾗﾍﾞﾙの確認 安全保護具の使用
（ﾍﾙﾒｯﾄ、防塵・防毒ﾏｽｸ、手袋、
　　ｺﾞｰｸﾞﾙ、安全帯）
警告ﾗﾍﾞﾙの確認

検電チェック 感電 作業責任者の任命 炉内の点検、清掃 ﾀﾞｽﾄの吸引 作業責任者の任命
連絡合図の徹底（中央と現場） 転落、墜落 酸素、ＣＯ、硫化水素他濃度計の使用
ﾄﾗﾝｼｰﾊﾞなど通信機器の携帯 落下物による被災 一人作業の厳禁
安全保護具の使用 搬出物による被災 連絡合図の徹底（中央と現場）
（ﾍﾙﾒｯﾄ、手袋） つまずき、転倒 ﾄﾗﾝｼｰﾊﾞなど通信機器の携帯
対象外の端子ｶﾊﾞｰの取外し 使用機器、器具の適正使用の確認
結線図での事前確認 ｴｱｰﾗｲﾝﾏｽｸなど清浄空気の供給装置の確保

検電後の端子ｶﾊﾞｰの取付け ｴｱｰｼｬﾜｰの使用
警告ﾗﾍﾞﾙの確認 主電源のＯＦＦ（ﾌﾞﾚｰｶＯＦＦ）

現場盤での操作場所の切替え
（ＣＯＳで現場選択）
安全保護具の使用
（ﾍﾙﾒｯﾄ、防塵・防毒ﾏｽｸ、手袋、
　　ｺﾞｰｸﾞﾙ、安全帯、ﾀｲﾍﾞｯｸｽ）
関係者以外の立入禁止措置
昇降設備の設置
照光設備の確保
手元、足元、頭上注意の徹底
警告ﾗﾍﾞﾙの確認

非　　　定　　　常　　　作　　　業 非　　定　　常　　作　　業
作業内容 どんな危険が潜んでいるか 私たちはこうする 作業内容 どんな危険が潜んでいるか 私たちはこうする



安全(全般)及び機器の取り扱いの注意点

　維持管理者や作業者等が作業環境の安全性を維持するための留意事項であり、別途運転解説書

2‐2「安全(全般)及び機器の取り扱い注意事項」に準じますので、熟読の上実施すること。
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設備名 受入供給設備     

装置名 トラックスケール １／２  整 備 ・ 点 検 リ ス ト                           １／２ 

 

No. 機   器   名 
整  備  ・  点  検  項  目 整  備  ・  点  検  サ  イ  ク  ル 点 検 結 果 に 対 し て                              

整 備 が 必 要 と な る 基 準 № 区分  毎時 毎日 毎週 毎月 2ケ月 3ケ月 6ケ月 毎年 2ケ年 3ｹ年 

１ 機構部 
１ ◎ 

積載台：異物を取り除き台上を清掃   
○ 

        積載台とピットとの間に異物をはさん
でいないか  

２ ◎ 
振れ止め装置：振れ止めボルトを調整    

○ 
      振れ止めにゆるみがないか 

３ ◎ 
各部のボルト：スパナにてボルト固定       

○ 
   ガーター・横桁等を固定しているボルト

にゆるみがないか 

４ ◎ 
発錆：錆を落とし、部分補修塗装    

○ 
      機構部に錆が発生していないか 

２ ＤＩ－７５０ 
１ ○ 

各操作：操作要領書に基づき動作検査  
○ 

        テンキー操作により正しく動作してい
るか 

２ ○ 
表示器：操作時に点検  

○ 
        総ての表示器が正常に点灯しているか 

３ ◎ 
盤内：きれいなウエースにて清掃       

○ 
   ほこり、ごみがたまっていないか 

３ 操作ポスト 
１ ◎ 

外観：錆を落とし、部分補修塗装    
○ 

      発錆、塗装のはがれはないか 

２ ◎ 
内部：部品の固定、コネクタの接続    

○ 
      各部品、コネクタのゆるみはないか 

３ ○ 
磁気カード：データ確認 

 ○ 
        磁気カードデータと結果があっている

か 

４ 信号灯 
１ ◎ 

外観：錆を落とし、部分補修塗装    
○ 

      発錆、塗装のはがれはないか 

２ ○ 
表示：操作時に点検  

○ 
        正常に点灯しているか 

５ データ処理装置 
１ ◎ 

パソコン本体：付属のクリーニングディスケット使用    
○ 

      フロッピーディスクユニットのクリー
ニング 

２ ○ 
プリンター：打ち出された用紙（集計表）を確認する    

○ 
      プリントの写りが薄くなっていないか 

 
（注）１．「整備・点検項目」欄の「Ｎｏ.」は機器毎の連番です。 

 

   ２．「整備・点検項目」欄の「区分」は整備項目の場合は「◎」、点検項目の場合は「○」で示します。 

 

   ３．整備・点検サイクルは「○」で示しています。 

株式会社 クボタ 

様式№ SE4-0424  



設備名 受入供給設備     

装置名 トラックスケール ２／２  整 備 ・ 点 検 リ ス ト                           ２／２ 

 

No. 機   器   名 
整  備  ・  点  検  項  目 整  備  ・  点  検  サ  イ  ク  ル 点 検 結 果 に 対 し て                              

整 備 が 必 要 と な る 基 準 № 区分  毎時 毎日 毎週 毎月 2ケ月 3ケ月 6ケ月 毎年 2ケ年 3ｹ年 

６ 伝票発行プリンタ 
１ ◎ 

印字テープ：朝一番に準備  
○ 

        一日分の計量枚数があるか 

２ ○ 
印字写り：打ち出された用紙（計量票等）を確認する  

○ 
        印字テープにプリントした際、写りが薄

くなっていないか 

７ 磁気カードリーダ／ライタ 
１ ○ 

磁気カード：データ確認  
○ 

        磁気カードデータと結果があっている
か 

  
 

             

 
             

 
             

 
             

 
             

 
             

 
             

 
             

 
             

 
             

 
             

 
（注）１．「整備・点検項目」欄の「Ｎｏ.」は機器毎の連番です。 

 

   ２．「整備・点検項目」欄の「区分」は整備項目の場合は「◎」、点検項目の場合は「○」で示します。 

 

   ３．整備・点検サイクルは「○」で示しています。 

株式会社 クボタ 

様式№ SE4-0424  



設備名 受入供給設備     

装置名  受入ピット投入扉 １／２  整 備 ・ 点 検 リ ス ト                           １／２ 

 

 

No. 機   器   名 
整  備  ・  点  検  項  目 整  備  ・  点  検  サ  イ  ク  ル 点 検 結 果 に 対 し て                              

整 備 が 必 要 と な る 基 準 № 区分  毎時 毎日 毎週 毎月 2ケ月 3ケ月 6ケ月 毎年 2ケ年 3ｹ年 

  
１ 

 

投入扉 １ 
 

◎ 

 

 シールゴム、ゴムシールが破損していないか 

  

○ 

      

◎ 

   
 破れたり、ヘタリがひどい時 

２ 
 

◎ 

  

 各ボルト・ナット類の緩み、欠落がないか 

  

○ 

      

◎ 

   
 緩みがある時 

３ 
 

○ 

 

 作動に対して異常（異音・キズ）がないか 

   

○ 

        
 初期の音に比べて大きい異音がする
時 

４ 
 

○ 

 

 可動部にゴミの溜まりがないか 

  

 ○ 

         
 ごみが溜まっている時除去 

５ 
             

６ 
             

７ 
             

８ 
             

９ 
             

１０ 
             

１１ 
             

１２ 
             

１３ 
             

１４ 
             

 
（注）１．「整備・点検項目」欄の「Ｎｏ.」は機器毎の連番です。 

 

   ２．「整備・点検項目」欄の「区分」は整備項目の場合は「◎」、点検項目の場合は「○」で示します。 

 

   ３．整備・点検サイクルは「○」で示しています。 

    

様式№ SE4-0424  



設備名  受入供給設備     

装置名  受入ピット投入扉 ２／２  整 備 ・ 点 検 リ ス ト                           ２／２ 

 

 

No. 機   器   名 
整  備  ・  点  検  項  目 整  備  ・  点  検  サ  イ  ク  ル 点 検 結 果 に 対 し て                              

整 備 が 必 要 と な る 基 準 № 区分  毎時 毎日 毎週 毎月 2ケ月 3ケ月 6ケ月 毎年 2ケ年 3ｹ年 

 
２ 

 

モートルシリンダ 

 

型式：ＤＧＮ２Ｔ－５Ｊ 

台数：４台 

１ 
 

○ 

 

 作動時に異音（音、振動）がないか 

  

○ 

      

 

   
 初期の安定状態より大きくないこと 

２ 
 

○ 

 

 各部のボルトビス類にゆるみないか 

   

○ 

         
 ゆるみ発生の場合増し締めのこと 

３ 
 

○ 

 

 停止位置に変化はないか（ﾘﾐｯﾄｽｲｯﾁのｾｯﾄ位置の狂いはないか） 

  

○ 

      

 

   セットボルトに緩みがある時増し 
締めのこと 

４ 
 

○ 

 

 電流値は正常かどうか 

  

○ 

         
 銘板記載の電流値以内のこと 

５ 
 

○ 

 

 ストローク部に振れが発生していないか 

  

○ 

         振れ発生の場合、部品破損の 
 可能性有り 

６ 
 

○ 

 

 電気品絶線抵抗が１ＭΩ以上あるか 

    

○ 

       
 １ＭΩ以上のこと 

７ 
 

○ 

 

 ジャバラに破損は無いかどうか 

    

 ○ 

       
 破損の場合早めに交換のこと 

８ 
 

○ 

 

 ピストンロッドに横荷重がかかって無いかどうか 

    

○ 

       キズ曲りがある場合、芯出し調整 
 のこと 

９ 
 

○ 

 

 ピストンロッドにキズ曲りが無いかどうか 

    

○ 

        
ピストンロッド修正又は交換のこと 

１０ 
 

◎ 

 

 ネジ軸の潤滑状態 

           
取説及び潤滑油リストを参照のこと 

１１ 
             

１２ 
             

１３ 
             

１４ 
             

（注）１．「整備・点検項目」欄の「Ｎｏ.」は機器毎の連番です。 

 

   ２．「整備・点検項目」欄の「区分」は整備項目の場合は「◎」、点検項目の場合は「○」で示します。 

 

   ３．整備・点検サイクルは「○」で示しています。 

    

様式№ SE4-0424  



設備名 受入供給設備     

装置名 投入クレーン １／３  整 備 ・ 点 検 リ ス ト １／３ 

 

 

No. 機   器   名 
整  備  ・  点  検  項  目 整  備  ・  点  検  サ  イ  ク  ル 点 検 結 果 に 対 し て                              

整 備 が 必 要 と な る 基 準 № 区分  毎時 毎日 毎週 毎月 2ケ月 3ケ月 6ケ月 毎年 2ケ年 3ｹ年 

１ 走行レール関係 
１ ○ 

走行範囲内の障害物の確認 
 ○         

 

２ ○ 
レールの曲がり、変形の有無 

   ○       
スパン±４mm 

３ ○ 
ストッパの変形、取付ボルトの緩みの有無 

   ○       
 

４ ○ 
レールの異常摩耗、傷、損傷の有無 

   ○       
 

２ ワイヤロープ関係 
１ ○ 

素線の断線、キンクの有無 
 ○         

１よりの間の素線の断線数１０％ 

２ ○ 
吊り上げ可動範囲内の障害物の有無 

 ○         
 

３ ○ 
ロープエンドの異常の有無 

   ○       
 

４ ○ 
グリースの塗布の確認 

   ○       
 

５ ○ 
著しい形くずれ、腐食の有無 

   ○       
 

６ ○ 
摩耗状況 

   ○       
直径の減少が公称径の７％ 

３ ガーダ及び、サドル関係 
１ ○ 

ガーダとサドルの取付ボルトの緩みの確認 
     ○     

 

２ ○ 
ギヤ歯車及び車輪の給油状況の良否 

   ○       
 

３ ○ 
走行車輪の踏み面、フランジの異常摩耗、傷の有無 

     ○     
 

４ ○ 
サドルバッファの固定状況 

     ○     
 

 
（注）１．「整備・点検項目」欄の「Ｎｏ.」は機器毎の連番です。 

 

   ２．「整備・点検項目」欄の「区分」は整備項目の場合は「◎」、点検項目の場合は「○」で示します。 

 

   ３．整備・点検サイクルは「○」で示しています。 

 

様式№ SE4-0424  



設備名 受入供給設備     

装置名 投入クレーン ２／３  整 備 ・ 点 検 リ ス ト ２／３ 

 

 

No. 機   器   名 
整  備  ・  点  検  項  目 整  備  ・  点  検  サ  イ  ク  ル 点 検 結 果 に 対 し て                              

整 備 が 必 要 と な る 基 準 № 区分  毎時 毎日 毎週 毎月 2ケ月 3ケ月 6ケ月 毎年 2ケ年 3ｹ年 

  
５ ○ 

走行電動機、減速機取付ボルトの緩みの有無 
     ○     

 

６ ○ 
構造部材の亀裂、損傷 

       ○   
 

４ 
 

巻上機械装置関係 
１ ○ 

カップリングの亀裂、損傷、軸芯の通りの確認 
       ○   

 

２ ○ 
ブレーキライニングの摩耗、表面の傷の有無 

       ○   
厚さが３mmまで又は、原寸厚さの７０％
まで 

３ ○ 
ブレーキデイスクの異常摩耗、損傷の有無 

       ○   
原寸の１０％ 

４ ○ 
減速機の油漏れ、油の汚れ 

       ○   
 

５ ○ 
減速機の発熱、異音 

       ○   
 

６ ○ 
巻上ドラム溶接部の亀裂 

       ○   
 

７ ○ 
巻上ドラム溝部の摩耗 

       ○   
 

５ 油圧バケット関係 
１ ◎ 

各軸受部グリスニップル清掃後給脂 
 ○         

 

２ ○ 
異常音の有無 

 ○         
 

３ ○ 
作動油量の確認 

 ○         
 

４ ○ 
吊り具の変形の有無 

 ○         
 

５ ○ 
ケーブルの損傷の有無 

 ○         
 

 
（注）１．「整備・点検項目」欄の「Ｎｏ.」は機器毎の連番です。 

 

   ２．「整備・点検項目」欄の「区分」は整備項目の場合は「◎」、点検項目の場合は「○」で示します。 

 

   ３．整備・点検サイクルは「○」で示しています。 

 

様式№ SE4-0424  



設備名 受入供給設備     

装置名 投入クレーン ３／３  整 備 ・ 点 検 リ ス ト ３／３ 

 

 

No. 機   器   名 
整  備  ・  点  検  項  目 整  備  ・  点  検  サ  イ  ク  ル 点 検 結 果 に 対 し て                              

整 備 が 必 要 と な る 基 準 № 区分  毎時 毎日 毎週 毎月 2ケ月 3ケ月 6ケ月 毎年 2ケ年 3ｹ年 

  
６ ○ 

フレーム、シェルの変形、亀裂の有無 
     ○     

 

７ ○ 
油圧ホース、継手類の亀裂 

     ○     
 

８ ○ 
シリンダーの油漏れ 

     ○     
 

９ ○ 
ボルトの緩み 

   ○       
 

１０ ○ 
爪の変形 

   ○       
 

６ 操作関係 
１ ○ 

コントローラの動作確認 
 ○         

 

２ ○ 
各ブレーキ、リミットスイッチ類の動作確認 

 ○         
 

７ 電動機、電気品、その他 
１ ○ 

電動機軸受のグリースの状態 
       ○   

 

２ ○ 
配電盤類の確認 

       ○   
接点の摩耗状況 
締め付けネジの緩み 

３ ○ 
警報装置、照明装置の確認 

       ○   
 

４ ○ 
絶縁状態の確認 

       ○   
１ＭΩ以上 

 
  

          
 

   
  

          
 

 
  

          
 

 
（注）１．「整備・点検項目」欄の「Ｎｏ.」は機器毎の連番です。 

 

   ２．「整備・点検項目」欄の「区分」は整備項目の場合は「◎」、点検項目の場合は「○」で示します。 

 

   ３．整備・点検サイクルは「○」で示しています。 

 

様式№ SE4-0424  



設備名 受入供給設備     

装置名 第１活性炭脱臭装置 1／2  整 備 ・ 点 検 リ ス ト                           1／2 

 

 

No. 機   器   名 
整  備  ・  点  検  項  目 整  備  ・  点  検  サ  イ  ク  ル 点 検 結 果 に 対 し て                              

整 備 が 必 要 と な る 基 準 № 区分  毎時 毎日 毎週 毎月 2ケ月 3ケ月 6ケ月 毎年 2ケ年 3ｹ年 

 第1活性炭脱臭装置 
１ 

○ 活性炭部の差圧測定（Ｕ字管マノメータ読み）   ○        初期測定値±0.15ｋＰａにて正常 

２ 
○ 活性炭部のドレンアウト    ○       ― 

３ 
○ 脱臭装置入口・出口臭気確認    ○       装置出口にて臭気がする場合 

チェーンブロック 

横行トロリ ４ 
○ 外観    ○    ○    

５ 
○ サイドブレーキの開き    ○    ○    

６ 
○ ステーボルトの緩み    ○    ○    

７ 
○ 横行ホイル、ハンドホイル、ハンドチェーンの磨耗    ○    ○    

８ 
○ 横行ホイルのギヤ・ピニオンの磨耗    ○    ○    

９ 
○ 横行ホイルのギヤ・ピニオンのグリース    ○    ○    

１０ 
○ 異常音    ○    ○    

電気チェーンブロック 

 １１ 
○ 外観、銘板    ○    ○    

１２ 
○ 押ボタンスイッチの表示、作動テスト    ○    ○    

１３ 
○ リミットスイッチの作動、作動後の確認    ○    ○    

１４ 
○ リミットスイッチ作動後の余裕距離    ○    ○    

 
（注）１．「整備・点検項目」欄の「Ｎｏ.」は機器毎の連番です。 

 

   ２．「整備・点検項目」欄の「区分」は整備項目の場合は「◎」、点検項目の場合は「○」で示します。 

 

   ３．整備・点検サイクルは「○」で示しています。 

株式会社クボタ 

様式№ SE4-0424  



設備名 受入供給設備     

装置名 第１活性炭脱臭装置 2／2  整 備 ・ 点 検 リ ス ト                           2／2 

 

 

No. 機   器   名 
整  備  ・  点  検  項  目 整  備  ・  点  検  サ  イ  ク  ル 点 検 結 果 に 対 し て                              

整 備 が 必 要 と な る 基 準 № 区分  毎時 毎日 毎週 毎月 2ケ月 3ケ月 6ケ月 毎年 2ケ年 3ｹ年 

 電気チェーンブロック 
１ 

○ ブレーキの作動    ○    ○    

２ 
○ ロードチェーンの錆、磨耗、伸び、両端干渉ばねの変形    ○    ○    

３ 
◎ ロードチェーンの給油    ○    ○    

４ 
○ ロードチェーン末端のストップホルダの緩み    ○    ○    

５ 
○ フックの開き、動き    ○    ○    

６ 
○ フックナットの緩み    ○    ○    

７ 
○ フックの容量表示    ○    ○    

８ 
○ フックとチェーンの結合ピンの磨耗    ○    ○    

９ 
○ アイドルシーブの動き    ○    ○    

１０ 
○ チェーンバケットの損傷    ○    ○    

１１ 
◎ 減速機の潤滑油補充または交換        ○    

１２ 
○ 集電装置 

 

   ○    ○    

１３ 
○ 絶縁抵抗、アース        ○    

１４ 
○ 定格荷重試験        ○    

 
（注）１．「整備・点検項目」欄の「Ｎｏ.」は機器毎の連番です。 

 

   ２．「整備・点検項目」欄の「区分」は整備項目の場合は「◎」、点検項目の場合は「○」で示します。 

 

   ３．整備・点検サイクルは「○」で示しています。 

株式会社クボタ 

様式№ SE4-0424  



設備名 受入供給設備     

装置名 第１脱臭用送風機 1／1  整 備 ・ 点 検 リ ス ト                           1／1 

 

 

No. 機   器   名 
整  備  ・  点  検  項  目 整  備  ・  点  検  サ  イ  ク  ル 点 検 結 果 に 対 し て                              

整 備 が 必 要 と な る 基 準 № 区分  毎時 毎日 毎週 毎月 2ケ月 3ケ月 6ケ月 毎年 2ケ年 3ｹ年 

1 
 

第1脱臭用送風機 
１ 

○ 送風機本体・モーター・軸受けの異常音、異常振動  ○         異常音、異常振動なきこと 

２ 
○ 送風機本体各部ボルトの緩み    ○       ボルトの緩みなきこと 

３ 
◎ 羽根車の付着、摩耗、腐食       ○    羽根車の付着、摩耗、腐食なきこと 

４ 
○ 軸受けの温度  ○         異常発熱なきこと 

５ 
○ 軸受け潤滑油脂の漏れ  ○         潤滑油脂の漏れなきこと 

６ 
○ 軸受け潤滑油脂量  ○         潤滑油脂の量が適切であること 

７ 
○ 軸受け及びモーターのセットボルト緩み    ○       ボルト締付に緩みなきこと 

８ 
○ 軸封部パッキンの締付け       ○    パッキン締付に異常なきこと 

９ 
○ 軸封摺動部の摩耗       ○    摺動部に異常な摩耗なきこと 

１０ 
○ カップリングボルトナットの緩み       ○    ボルトナット締付に緩みなきこと 

１１ 
◎ カップリングゴムブッシュの摩耗       ○    ゴムブッシュに異常な摩耗なきこと 

１２ 
○ モーターの異常発熱  ○         異常発熱なきこと 

１３ 
○ モーターの電流値  ○         定格値以上でないこと 

１４ 
             

 
（注）１．「整備・点検項目」欄の「Ｎｏ.」は機器毎の連番です。 

 

   ２．「整備・点検項目」欄の「区分」は整備項目の場合は「◎」、点検項目の場合は「○」で示します。 

 

   ３．整備・点検サイクルは「○」で示しています。 

株式会社クボタ 

様式№ SE4-0424  



設備名 受入供給設備     

装置名 第２活性炭脱臭装置 1／1  整 備 ・ 点 検 リ ス ト                           1／1 

 

 

No. 機   器   名 
整  備  ・  点  検  項  目 整  備  ・  点  検  サ  イ  ク  ル 点 検 結 果 に 対 し て                              

整 備 が 必 要 と な る 基 準 № 区分  毎時 毎日 毎週 毎月 2ケ月 3ケ月 6ケ月 毎年 2ケ年 3ｹ年 

 第２活性炭脱臭装置 
１ 

○ フィルター部の差圧測定（Ｕ字管マノメータ読み）   ○  

 

      0.2ｋＰａ以下にて正常 

２ 
○ 活性炭部の差圧測定（Ｕ字管マノメータ読み）   ○        初期測定値±0.15ｋＰａにて正常 

３ 
○ フィルター部・活性炭部のドレンアウト    ○       ― 

４ 
○ 脱臭装置入口・出口臭気確認    ○       装置出口にて臭気がする場合 

 

５ 
◎ パネルフィルターろ材清掃（または交換）    ○       フィルター差圧が0.2ｋＰａ以上の場合 

６ 
             

７ 
             

８ 
             

９ 
             

１０ 
             

１１ 
             

１２ 
             

１３ 
             

１４ 
             

 
（注）１．「整備・点検項目」欄の「Ｎｏ.」は機器毎の連番です。 

 

   ２．「整備・点検項目」欄の「区分」は整備項目の場合は「◎」、点検項目の場合は「○」で示します。 

 

   ３．整備・点検サイクルは「○」で示しています。 

株式会社クボタ 

様式№ SE4-0424  



設備名 受入供給設備     

装置名 第２脱臭用送風機 1／1  整 備 ・ 点 検 リ ス ト                           1／1 

 

 

No. 機   器   名 
整  備  ・  点  検  項  目 整  備  ・  点  検  サ  イ  ク  ル 点 検 結 果 に 対 し て                              

整 備 が 必 要 と な る 基 準 № 区分  毎時 毎日 毎週 毎月 2ケ月 3ケ月 6ケ月 毎年 2ケ年 3ｹ年 

1 
 

第2脱臭用送風機 
１ 

○ 

 

送風機本体・モーター・軸受けの異常音、異常振動  
○         

異常音、異常振動なきこと 

２ 
○ 送風機本体各部ボルトの緩み  

  ○       
ボルトの緩みなきこと 

３ 
◎ 羽根車の付着、摩耗、腐食  

     ○    
羽根車の付着、摩耗、腐食なきこと 

４ 
○ 

 

軸受けの温度  
○         

異常発熱なきこと 

５ 
○ 軸受け潤滑油脂の漏れ  

○         
潤滑油脂の漏れなきこと 

６ 
○ 

 

軸受け潤滑油脂の量  
○         

潤滑油脂の量が適切であること 
 

７ 
○ 軸受け及びモーターのセットボルトの緩み  

  ○       
ボルトの締付に緩みがなきこと 

８ 
○ 

 

軸封部パッキンの締付け  
     ○    

パッキン締付に緩みなきこと 
 

９ 
○ 軸封摺動部の摩耗  

     ○    
摺動部に異常な摩耗なきこと 

１０ 
○ Ｖベルトの緩み  

    ○     
Ｖベルトに緩みなきこと 

１１ 
◎ Ｖベルト及びＶプーリーの摩耗  

    ○     
Ｖベルト及びＶプーリーに磨耗なきこ
と 
 

１２ 
○ モーターの異常発熱  

○         
異常発熱のなきこと 

１３ 
○ モーターの電流値  

○         
定格値以上でないこと 

１４ 
             

 
（注）１．「整備・点検項目」欄の「Ｎｏ.」は機器毎の連番です。 

 

   ２．「整備・点検項目」欄の「区分」は整備項目の場合は「◎」、点検項目の場合は「○」で示します。 

 

   ３．整備・点検サイクルは「○」で示しています。 

 

様式№ SE4-0424  



設備名 受入供給設備     

装置名 防臭剤噴霧装置 １／１  整 備 ・ 点 検 リ ス ト                           ／ 

 

 

No. 機   器   名 
整  備  ・  点  検  項  目 整  備  ・  点  検  サ  イ  ク  ル 点 検 結 果 に 対 し て                              

整 備 が 必 要 と な る 基 準 № 区分  毎時 毎日 毎週 毎月 2ケ月 3ケ月 6ケ月 毎年 2ケ年 3ｹ年 

1 防臭剤希釈水タンク 1 ○ 希釈水残量の確認  ○          

  2 ○ 槽本体の外観点検  ○         液漏れがある 

2 防臭剤タンク 1 ○ 薬液残量の確認  ○          

  2 ○ 槽本体の外観点検  ○         液漏れがある 

  3 ○ 薬液吸い込みストレーナの確認    ○       目詰まりがないこと 

3 防臭剤供給ポンプ 1 ○ 出口圧力の確認    ○       1.00MPa以下であること 

  2 ○ ポンプの運転状況   ○        異常振動、異音がある。 

  3 ○ ポンプ廻りの外観検査   ○        液漏れがある。 

4 防臭剤噴霧装置制御盤 1 ○ スイッチ選択の状態  ○         スイッチの選択が正規通りでない。 

5 各自動弁 1 ○ 開閉動作の確認    ○       開閉動作に異常がある。 

                

                

                

                

 
（注）１．「整備・点検項目」欄の「Ｎｏ.」は機器毎の連番です。 

 

   ２．「整備・点検項目」欄の「区分」は整備項目の場合は「◎」、点検項目の場合は「○」で示します。 

 

   ３．整備・点検サイクルは「○」で示しています。 

 

様式№ SE4-0424 



設備名 中間保管・梱包施設     

装置名 No.1,No2受入ホッパ １／１  整 備 ・ 点 検 リ ス ト                           １／１ 

 

No. 機   器   名 
整  備  ・  点  検  項  目 整  備  ・  点  検  サ  イ  ク  ル 点 検 結 果 に 対 し て                              

整 備 が 必 要 と な る 基 準 № 区分  毎時 毎日 毎週 毎月 2ケ月 3ケ月 6ケ月 毎年 2ケ年 3ｹ年 

 ホッパ内部 
１ 

 

○ 

 

損傷の有無 
 

 
○         

 
目視にて大きな損傷無し 

ダスト受、床 
２ 

 

◎ 

 

清掃   ○        
 

目視にて汚れ無し 

 
 

  
          

 

 
 

  
          

 

 
 

  
          

 

 
 

  
          

 

 
 

  
          

 

 
 

  
          

 

 
 

  
          

 

 

 

  

          

 

 

 

        

 

    

 
 

   
   

       

 
 

   
   

      
 

 
 

   
   

       

 
（注）１．「整備・点検項目」欄の「Ｎｏ.」は機器毎の連番です。 

   ２．「整備・点検項目」欄の「区分」は整備項目の場合は「◎」、点検項目の場合は「○」で示します。 

   ３．整備・点検サイクルは「○」で示しています。 

 

株式会社クボタ 

様式№ SE4-0424 



設備名 前処理設備     

装置名 破砕機供給ホッパ １／１  整 備 ・ 点 検 リ ス ト                           ／ 

 

No. 機   器   名 
整  備  ・  点  検  項  目 整  備  ・  点  検  サ  イ  ク  ル 点 検 結 果 に 対 し て                              

整 備 が 必 要 と な る 基 準 № 区分  毎時 毎日 毎週 毎月 2ケ月 3ケ月 6ケ月 毎年 2ケ年 3ｹ年 

 上部・下部ホッパライナ 
１ 

 

○ 

 

損傷の有無 
 

 
○         

 
目視にて大きな損傷無し 

シャフト（駆動側）（従動側） 
２ 

 

○ 

 

異常音・振動の有無  ○         
 

異常音・振動無し 

スプロケットホイール 

（軸側）（減速機側） ３ 
 

○ 

 

異常音・振動の有無   ○        
 

異常音・振動無し 

４ 
 

○ 

 

磨耗    ○       
 

異常磨耗無し 

ローラチェーン 
５ 

 

○ 

 

伸び   
 

 
○       

 
伸び無し 

 

 
６ 

 

 

 

           
 

 

 
７ 

 

 

 

           
 

 

 
８ 

 

 

 

           
 

 

 
９ 

 

 

 

           
 

 

 

１０ 

 

 

 

   
 

 
       

 
 

 

１１ 

             

 
１２ 

             

 
１３ 

             

 
１４ 

             

 
（注）１．「整備・点検項目」欄の「Ｎｏ.」は機器毎の連番です。 

 

   ２．「整備・点検項目」欄の「区分」は整備項目の場合は「◎」、点検項目の場合は「○」で示します。 

 

   ３．整備・点検サイクルは「○」で示しています。 

株式会社クボタ 

様式№ SE4-0424  



設備名 前処理設備     

装置名 特殊前処理物受入ホッパ 1／1  整 備 ・ 点 検 リ ス ト                           ／ 

 

No. 機   器   名 
整  備  ・  点  検  項  目 整  備  ・  点  検  サ  イ  ク  ル 点 検 結 果 に 対 し て                              

整 備 が 必 要 と な る 基 準 № 区分  毎時 毎日 毎週 毎月 2ケ月 3ケ月 6ケ月 毎年 2ケ年 3ｹ年 

 受入ホッパライナ 
１ 

 

○ 

 

損傷の有無 

 

  

 

 ○ 

         
目視にて大きな損傷無し 

回転板ライナ 
２ 

 

○ 

 

損傷の有無 

  

 ○ 

         
目視にて大きな損傷無し 

シャフト 
３ 

 

○ 

 

異常音・振動の有無 

   

 ○ 

        
異常音・振動無し 

駆動軸 
４ 

 

○ 

 

異常音・振動の有無 

  

  

 

 ○ 

        
異常音・振動無し 

従動軸 
５ 

 

○ 

 

異常音・振動の有無 

   

 ○ 

        
異常音・振動無し 

 

スプロケットホイール 

（駆動側）（ドラム側） ６ 
 

○ 

 

異常音・振動の有無 

    

 ○ 

       
異常音・振動無し 

７ 
 

○ 

 

磨耗 

    

 ○ 

       
異常磨耗無し 

ローラチェーン 
８ 

 

○ 

 

伸び 

    

 ○ 

       
伸び無し 

 
９ 

 

 

 

 

    

  

       
 

１０ 
 

 

 

 

   

  

        
 

１１ 

             

１２ 
             

１３ 
             

１４ 
             

 
（注）１．「整備・点検項目」欄の「Ｎｏ.」は機器毎の連番です。 

 

   ２．「整備・点検項目」欄の「区分」は整備項目の場合は「◎」、点検項目の場合は「○」で示します。 

 

   ３．整備・点検サイクルは「○」で示しています。 

株式会社クボタ 

様式№ SE4-0424  



設備名 前処理設備     

装置名 グリズリ 1／1  整 備 ・ 点 検 リ ス ト                           1／1 

 

 

No. 機   器   名 
整  備  ・  点  検  項  目 整  備  ・  点  検  サ  イ  ク  ル 点 検 結 果 に 対 し て                              

整 備 が 必 要 と な る 基 準 № 区分  毎時 毎日 毎週 毎月 2ケ月 3ケ月 6ケ月 毎年 2ケ年 3ｹ年 

1 
 

グリズリ 
１ 

○ 運転時異音がしていないか。  ○         異音がないこと。 

２ 
○ トラフの振幅は正常か。  ○         無負荷時4～5mmのこと。 

３ 
○ 振動機に干渉する物はないか。又、干渉しそうな物はないか。 

 

 ○         振動部に干渉部がないこと。 

４ 
○ エアライド(スミマウント)の空気圧は正常か。  ○         適正値≒0.2Mpa前後であること。 

 

５ 
○ モーターの電流値は正常か。(負荷・無負荷)   ○        無負荷運転時16.06Ａ以下のこと。 

６ 
○ 各部ボルトの緩みはないか。(基礎ボルトを含む)   ○        緩んでいないこと。 

７ 
○ グリスアップは充分か。   ○        給脂がされていること。 

 

８ 
○ 櫛部の摩耗はないか。   ○        摩耗、破損がないこと。 

 

９ 
○ 配線の摩耗はないか。    ○       摩耗がないこと。 

１０ 
○ エアライド(スミマウント)の破損はないか。    ○       運転時の異音、破損がないこと。 

 

１１ 
○ トラフに搬送物等の集積・付着等の現象はないか。    ○       搬送物の集積・付着等がないこと。 

１２ 
○ 各シールゴムの破れ、破損はないか。    ○       破れ、破損がないこと。 

１３ 
 本体の溶接部にクラックが発生していないか     

 

○      溶接部にクラックがないこと。 

１４ 
             

 
（注）１．「整備・点検項目」欄の「Ｎｏ.」は機器毎の連番です。 

 

   ２．「整備・点検項目」欄の「区分」は整備項目の場合は「◎」、点検項目の場合は「○」で示します。 

 

   ３．整備・点検サイクルは「○」で示しています。 

株式会社クボタ 

様式№ SE4-0424  



設備名 前処理設備     

装置名 破砕機（ＫＥ－６００特） １／２  整 備 ・ 点 検 リ ス ト                           １／２ 

 

No. 機   器   名 
整  備  ・  点  検  項  目 整  備  ・  点  検  サ  イ  ク  ル 点 検 結 果 に 対 し て                              

整 備 が 必 要 と な る 基 準 № 区分  毎時 毎日 毎週 毎月 2ケ月 3ケ月 6ケ月 毎年 2ケ年 3ｹ年 

 破砕機内部 
１ ○ 

 

点検・清掃（目視、足で蹴って回す） 

  

○ 

        ブレーカを足で蹴り、ロータが回転しない場合には

ディスチャージリング、ライナ部で異物を噛込んで

る場合がありますので、点検し除去して下さい。 

ブレーカライナ 
２ ○ 

 

ボルト・ナット（Ｂ・Ｎ）増締め 

  

○ 

         
ボックススパナ 

３ ○ 
 

磨耗状況 

  

○ 

         
目視 

シェルライナ 
４ ○ 

 

Ｂ・Ｎ増締め 

   

○ 

        
スパナ 

スイパーライナ 
５ ○ 

 

Ｂ・Ｎ増締め 

  

○ 

         
スパナ 

６ ○ 
 

磨耗状況 

   

○ 

        
目視 

ディスチャージリング 
７ ○ 

 

Ｂ・Ｎ増締め 

    

○ 

       
スパナ 

下部シェルライナ 
８ ○ 

 

Ｂ・Ｎ増締め 

    

○ 

       
スパナ 

上部シェルライナ 
９ ○ 

 

Ｂ・Ｎ増締め 

    

○ 

       
スパナ 

Ｖベルト 
１０ ○ 

 

ゆるみ 

    

○ 

       
テンションメータ、たわみ量26mm 

グラインダ 
１１ ○ 

 

磨耗・噛込 

   

○ 

        
目視 

アッパベヤリング 
１２ ○ 

 

給脂（約50g/１回） 

   

○ 

        
グリスガン 

ロアベヤリング 
１３ ○ 

 

給脂（約50g/１回） 

   

○ 

        
グリスガン 

ヘッドカバー・ロアベヤリングカバー 
１４ ○ 

 

温度 

   

○ 

        
触手 

 
（注）１．「整備・点検項目」欄の「Ｎｏ.」は機器毎の連番です。 

 

   ２．「整備・点検項目」欄の「区分」は整備項目の場合は「◎」、点検項目の場合は「○」で示します。 

 

   ３．整備・点検サイクルは「○」で示しています。 

株式会社クボタ 

様式№ SE4-0424  



設備名 前処理設備     

装置名 破砕機（ＫＥ－６００特） ２／２  整 備 ・ 点 検 リ ス ト                           ２／２ 

 

No. 機   器   名 
整  備  ・  点  検  項  目 整  備  ・  点  検  サ  イ  ク  ル 点 検 結 果 に 対 し て                              

整 備 が 必 要 と な る 基 準 № 区分  毎時 毎日 毎週 毎月 2ケ月 3ケ月 6ケ月 毎年 2ケ年 3ｹ年 

  

電動機 １５ ○ 
 

給脂 

      

 ○ 

     
グリスガン 

 

基礎Ｂ・Ｎ １６ ○ 
 

点検・増締め 

   

 ○ 

        
スパナ 

 

排出シュート １７ ○ 
 

点検・清掃 

  

 ○ 

         

 

各部取付Ｂ・Ｎ １８ ○ 
 

ゆるみ 

    

 ○ 

       
スパナ 

 

破砕機周囲 １９ ○ 
 

清掃 

  

 ○ 

         

 

ダストシュート ２０ ○ 
 

点検・清掃 

  

 ○ 

         

 
２１ 

             

 
２２ 

             

 
２３ 

             

 
２４ 

             

 
２５ 

             

 
２６ 

             

 
２７ 

             

 
２８ 

             

 
（注）１．「整備・点検項目」欄の「Ｎｏ.」は機器毎の連番です。 

 

   ２．「整備・点検項目」欄の「区分」は整備項目の場合は「◎」、点検項目の場合は「○」で示します。 

 

   ３．整備・点検サイクルは「○」で示しています。 

株式会社クボタ 

様式№ SE4-0424  



設備名 前処理設備     

装置名 粗破砕機 ／  整 備 ・ 点 検 リ ス ト                           １／３ 

 

No. 機   器   名 
整  備  ・  点  検  項  目 整  備  ・  点  検  サ  イ  ク  ル 点 検 結 果 に 対 し て                              

整 備 が 必 要 と な る 基 準 № 区分  毎時 毎日 毎週 毎月 2ケ月 3ケ月 6ケ月 毎年 2ケ年 3ｹ年 

  

粗破砕機 本体 １ ○ ギヤードモーター油面   ○        
 

２ ○ 破砕機ギヤボックス油面   ○        
 

３ ◎ 
ギヤードモーター潤滑油交換 

（10,000時間運転毎又は２年毎、１年時点検、必要なら交換） 
       ○   

 

４ ◎ 
破砕機潤滑油交換 

（2,000時間運転毎、又は２年毎） 
     ○     

 

５ ◎ グリース注入 “反駆動側軸受（２ヶ所）”      ○     
 

６  各部点検           
 

6-1 ○  油漏れの有無  ○         
 

6-2 ○  発熱の有無  ○         
 

6-3 ○  異音の有無  ○         
 

6-4 ○  振動の有無  ○         
 

７ ◎ ボルト、ナットのゆるみ点検   ○        
 

８ ○ 切断刃、ナイフスペーサーの摩耗状況   ○        
 

９ ○ 電動機、配線の絶縁抵抗        ○   
 

１０ ○ 
終業点検・清掃 

（各部点検・切断機清掃） 
 ○         

 

 
（注）１．「整備・点検項目」欄の「Ｎｏ.」は機器毎の連番です。 

 

   ２．「整備・点検項目」欄の「区分」は整備項目の場合は「◎」、点検項目の場合は「○」で示します。 

 

   ３．整備・点検サイクルは「○」で示しています。 

株式会社クボタ 

様式№ SE4-0424  

 



設備名 前処理設備     

装置名 粗破砕機 ／  整 備 ・ 点 検 リ ス ト                           ２／３ 

 

No. 機   器   名 
整  備  ・  点  検  項  目 整  備  ・  点  検  サ  イ  ク  ル 点 検 結 果 に 対 し て                              

整 備 が 必 要 と な る 基 準 № 区分  毎時 毎日 毎週 毎月 2ケ月 3ケ月 6ケ月 毎年 2ケ年 3ｹ年 

  

異物排出装置 １  動作状況の確認           
 

1-1 ○  油漏れの有無  ○         
 

1-2 ○  発熱の有無  ○         
 

1-3 ○  異音の有無  ○         
 

1-4 ○  振動の有無  ○         
 

２ ◎ シリンダー先端金具のゆるみ点検   ○        
 

３ ○ リミットスイッチの動作確認      ○     
 

 

 シリンダ １ ○ 油漏れの有無        ○   
 

２ ○ ロッドの摩耗、キズ、取付ボルトのゆるみ点検        ○   
 

３ ○ パッキン類の摩耗、変形、キズの有無        ○   
 

４ ○ 部品のサビ発生状況        ○   
 

５ ◎ 汚染物の付着状況        ○   
 

 

 ゴムホース １ ○ ゆるみ、ふくれ、キズの有無       ○    
 

             
 

 
（注）１．「整備・点検項目」欄の「Ｎｏ.」は機器毎の連番です。 

 

   ２．「整備・点検項目」欄の「区分」は整備項目の場合は「◎」、点検項目の場合は「○」で示します。 

 

   ３．整備・点検サイクルは「○」で示しています。 

株式会社クボタ 

様式№ SE4-0424  

 



設備名 前処理設備     

装置名 粗破砕機 ／  整 備 ・ 点 検 リ ス ト                           ３／３ 

 

No. 機   器   名 
整  備  ・  点  検  項  目 整  備  ・  点  検  サ  イ  ク  ル 点 検 結 果 に 対 し て                              

整 備 が 必 要 と な る 基 準 № 区分  毎時 毎日 毎週 毎月 2ケ月 3ケ月 6ケ月 毎年 2ケ年 3ｹ年 

  

異物排出用 

   油圧ユニット 

 

  

１ ○ 油タンク内の油面  ○         
 

２ ○ 作動油温度  ○         
 

３ ○ 作動油の汚れ   ○        
 

４ ○ 異常音の有無  ○         
 

５ ○ フィルターの目詰まり  ○         
 

６ ○ 油漏れの有無  ○         
 

７ ○ 温度スイッチ、液面スイッチの作動確認    ○       
 

８ ○ サクションストレーナーの目詰まり、清掃    ○       
 

９ ◎ 固定金具、ボルト等のゆるみ    ○       
 

１０ ○ 電気結線状況の確認       ○    
 

１１ ◎ ソレノイド等の作動確認    ○       
 

１２ ○ 圧力計等計器類の作動確認、精度検査    ○       
 

１３ ○ 油圧ポンプ吐出圧力    ○       
 

 

 粗破砕機制御盤 １ ◎ 盤面機器の劣化        ○   
 

２ ◎ 盤内機器の劣化        ○   
 

３ ◎ 敷設ケーブルの劣化        ○   
 

 
（注）１．「整備・点検項目」欄の「Ｎｏ.」は機器毎の連番です。 

 

   ２．「整備・点検項目」欄の「区分」は整備項目の場合は「◎」、点検項目の場合は「○」で示します。 

 

   ３．整備・点検サイクルは「○」で示しています。 

株式会社クボタ 

様式№ SE4-0424  

 



 

設備名 前処理設備     

装置名 可燃物粒度選別機 １／１  整 備 ・ 点 検 リ ス ト                           ／ 

 

No. 機   器   名 
整  備  ・  点  検  項  目 整  備  ・  点  検  サ  イ  ク  ル 点 検 結 果 に 対 し て                              

整 備 が 必 要 と な る 基 準 № 区分  毎時 毎日 毎週 毎月 2ケ月 3ケ月 6ケ月 毎年 2ケ年 3ｹ年 

1 入口シュートライナ 
１ 

 

○ 

 

損傷の有無 

 

  

 

 ○ 

         
目視にて大きな損傷無し 

フルイドラム 
２ 

 

○ 

 

異常音・振動の有無 

  

 ○ 

         
異常音・振動無し 

３ 
 

○ 

 

目詰まりの有無 

   

 ○ 

        
目詰まりが１０％以下 

ドラム 
４ 

 

○ 

 

異常音・振動の有無 

  

 ○ 

         
異常音・振動無し 

駆動側・ドラム側スプロケット 
５ 

 

○ 

 

異常音・振動の有無 

   

 ○ 

        
異常音・振動無し 

 

６ 
 

○ 

 

磨耗 

    

 ○ 

       
異常磨耗無し 

駆動チェーン 
７ 

 

○ 

 

伸び 

    

 ○ 

       
伸び無し 

エアブロ配管 
８ 

 

○ 

 

つまり 

    

 ○ 

       
つまり無し 

 

本体溶接箇所 ９ 
 

○ 

 

溶接部にクラックが発生していないか 

    

  

 

 ○ 

      
溶接部にクラックがないこと 

 
１０ 

 

 

 

 

   

  

        
 

１１ 
             

１２ 
             

１３ 
             

１４ 
             

 
（注）１．「整備・点検項目」欄の「Ｎｏ.」は機器毎の連番です。 

 

   ２．「整備・点検項目」欄の「区分」は整備項目の場合は「◎」、点検項目の場合は「○」で示します。 

 

   ３．整備・点検サイクルは「○」で示しています。 

株式会社クボタ 

様式№ SE4-0424  



設備名 前処理設備     

装置名 粗大物搬送コンベヤ 1／1  整 備 ・ 点 検 リ ス ト                           ／ 

 

 

No. 機   器   名 
整  備  ・  点  検  項  目 整  備  ・  点  検  サ  イ  ク  ル 点 検 結 果 に 対 し て                              

整 備 が 必 要 と な る 基 準 № 区分  毎時 毎日 毎週 毎月 2ケ月 3ケ月 6ケ月 毎年 2ケ年 3ｹ年 

1 
 

粗大物搬送コンベヤ 
１ 

○ 運転時異音がしていないか。  ○         異音がないこと。 

２ 
○ トラフの振幅は正常か。  ○         無負荷時14～16mmのこと。 

３ 
○ 振動機に干渉する物はないか。又、干渉しそうな物はないか。 

 

 ○         振動部に干渉部がないこと。 

４ 
○ モーターの電流値は正常か。(負荷・無負荷)   ○        無負荷運転時11Ａ以下のこと。 

５ 
○ ボルトの緩みはないか。(基礎ボルトを含む)   ○        緩んでいないこと。 

６ 
○ グリスアップは充分か。又、給脂ホースに破損はないか。   ○        給脂がされていること。(4ヶ所) 

給脂ホースの摩耗がないこと。 

７ 
○ ライナーの摩耗はないか。   ○        摩耗、破損がないこと。 

８ 
○ 配線の摩耗はないか。    ○       摩耗がないこと。 

９ 
○ Ｖベルトのゆるみはないか。    ○       規定値以上のたわみがないこと。 

１０ 
○ ロッカーレッグのゴムブッシュの摩耗はないか。    ○       運転時の異音、ゴムのはみ出しが 

ないこと。 

１１ 
○ トラフに搬送物等の集積・付着等の現象はないか。    ○       搬送物の集積・付着等がないこと。 

１２ 
○ 各シールゴムの破れ、破損はないか。    ○       破れ、破損がないこと。 

１３ 
○ 各スプリングの破損はないか。     

 

○      運転時の異音、破損がないこと。 

１４ 
○ 振動コンベヤの溶接部にクラックが発生していないか。     ○      溶接部にクラックがないこと。 

 
（注）１．「整備・点検項目」欄の「Ｎｏ.」は機器毎の連番です。 

 

   ２．「整備・点検項目」欄の「区分」は整備項目の場合は「◎」、点検項目の場合は「○」で示します。 

 

   ３．整備・点検サイクルは「○」で示しています。 

株式会社クボタ 

様式№ SE4-0424  



設備名 前処理設備     

装置名 粗破砕機供給コンベヤ 1／1  整 備 ・ 点 検 リ ス ト                           ／ 

 

 

No. 機   器   名 
整  備  ・  点  検  項  目 整  備  ・  点  検  サ  イ  ク  ル 点 検 結 果 に 対 し て                              

整 備 が 必 要 と な る 基 準 № 区分  毎時 毎日 毎週 毎月 2ケ月 3ケ月 6ケ月 毎年 2ケ年 3ｹ年 

1 
 

粗破砕機供給コンベヤ 
１ 

○ 運転時異音がしていないか。  ○         異音がないこと。 

２ 
○ トラフの振幅は正常か。  ○         無負荷時14～16mmのこと。 

３ 
○ 振動機に干渉する物はないか。又、干渉しそうな物はないか。 

 

 ○         振動部に干渉部がないこと。 

４ 
○ モーターの電流値は正常か。(負荷・無負荷)   ○        無負荷運転時11Ａ以下のこと。 

５ 
○ ボルトの緩みはないか。(基礎ボルトを含む)   ○        緩んでいないこと。 

６ 
○ グリスアップは充分か。又、給脂ホースに破損はないか。   ○        給脂がされていること。(4ヶ所) 

給脂ホースの摩耗がないこと。 

７ 
○ ライナーの摩耗はないか。   ○        摩耗、破損がないこと。 

８ 
○ 配線の摩耗はないか。    ○       摩耗がないこと。 

９ 
○ Ｖベルトのゆるみはないか。    ○       規定値以上のたわみがないこと。 

１０ 
○ ロッカーレッグのゴムブッシュの摩耗はないか。    ○       運転時の異音、ゴムのはみ出しが 

ないこと。 

１１ 
○ トラフに搬送物等の集積・付着等の現象はないか。    ○       搬送物の集積・付着等がないこと。 

１２ 
○ 各シールゴムの破れ、破損はないか。    ○       破れ、破損がないこと。 

１３ 
○ 各スプリングの破損はないか。     

 

○      運転時の異音、破損がないこと。 

１４ 
○ 振動コンベヤの溶接部にクラックが発生していないか。     ○      溶接部にクラックがないこと。 

 
（注）１．「整備・点検項目」欄の「Ｎｏ.」は機器毎の連番です。 

 

   ２．「整備・点検項目」欄の「区分」は整備項目の場合は「◎」、点検項目の場合は「○」で示します。 

 

   ３．整備・点検サイクルは「○」で示しています。 

株式会社クボタ 

様式№ SE4-0424  



設備名 前処理設備     

装置名 粗破砕物搬送コンベヤ 1／1  整 備 ・ 点 検 リ ス ト                           ／ 

 

 

No. 機   器   名 
整  備  ・  点  検  項  目 整  備  ・  点  検  サ  イ  ク  ル 点 検 結 果 に 対 し て                              

整 備 が 必 要 と な る 基 準 № 区分  毎時 毎日 毎週 毎月 2ケ月 3ケ月 6ケ月 毎年 2ケ年 3ｹ年 

1 
 

粗破砕物搬送コンベヤ 
１ 

○ 運転時異音がしていないか。  ○         異音がないこと。 

２ 
○ トラフの振幅は正常か。  ○         無負荷時14～16mmのこと。 

３ 
○ 振動機に干渉する物はないか。又、干渉しそうな物はないか。 

 

 ○         振動部に干渉部がないこと。 

４ 
○ モーターの電流値は正常か。(負荷・無負荷)   ○        無負荷運転時4.9Ａ以下のこと。 

５ 
○ ボルトの緩みはないか。(基礎ボルトを含む)   ○        緩んでいないこと。 

６ 
○ グリスアップは充分か。又、給脂ホースに破損はないか。   ○        給脂がされていること。(3ヶ所) 

給脂ホースの摩耗がないこと。 

７ 
○ ライナーの摩耗はないか。   ○        摩耗、破損がないこと。 

８ 
○ 配線の摩耗はないか。    ○       摩耗がないこと。 

９ 
○ Ｖベルトのゆるみはないか。    ○       規定値以上のたわみがないこと。 

１０ 
○ ロッカーレッグのゴムブッシュの摩耗はないか。    ○       運転時の異音、ゴムのはみ出しが 

ないこと。 

１１ 
○ トラフに搬送物等の集積・付着等の現象はないか。    ○       搬送物の集積・付着等がないこと。 

１２ 
○ 各シールゴムの破れ、破損はないか。    ○       破れ、破損がないこと。 

１３ 
○ 各スプリングの破損はないか。     

 

○      運転時の異音、破損がないこと。 

１４ 
○ 振動コンベヤの溶接部にクラックが発生していないか。     ○      溶接部にクラックがないこと。 

 
（注）１．「整備・点検項目」欄の「Ｎｏ.」は機器毎の連番です。 

 

   ２．「整備・点検項目」欄の「区分」は整備項目の場合は「◎」、点検項目の場合は「○」で示します。 

 

   ３．整備・点検サイクルは「○」で示しています。 

株式会社クボタ 

様式№ SE4-0424  



前処理設備

第１不燃物搬送コンベヤ（１） 1／3 １／３

整 備 ・ 点 検 項 目

No. 区分 毎時 毎日 毎週 毎月 2ｹ月 3ｹ月 6ｹ月 毎年 2ｹ年 3ｹ年

第１不燃物搬送コンベヤ（１） １ ○ ハイポニック減速機の異常発熱 ○

２ ○ ハイポニック減速機の異音 ○ 異音無し

３ ○ 電源コードの断線 ○ 断線箇所無し

４ ○ ベルトのスリップ ○ スリップ無し

５ ○ ベルトの蛇行、片寄り ○ 蛇行幅±１５ｍｍ以内(ベルト幅方向)

６ ○ ベルトの摩耗、損傷、接合部の剥離 ○ 損傷、剥離箇所無し

７ ○ ベルトの張り具合 ○

８ ○ 軸受の回転不良 ○ 回転不良無し

９ ○ 軸受の異音 ○ 異音無し

１０ ○ ラギングゴム、クッションゴムの摩耗 ○

１１ ◎ プーリ表面のケーク付着 ○ プーリ表面はなめらかである

１２ ○ ローラの回転不良 ○

１３ ○ ローラの異音 ○ 異音無し

１４ ◎ ローラ表面のケーク付着 ○ ローラ表面はなめらかである

１５ ○ ベルト、プーリ、ローラ等の回転体への異物の噛み込み ○ 異物の噛み込み無し

１．「整備・点検項目」欄の「Ｎｏ.」は機器毎の連番です。

２．「整備・点検項目」欄の「区分」は整備項目の場合は「◎」、点検項目の場合は「○」で示します。

３．整備・点検サイクルは「○」で示しています。

点 検 結 果 に 対 し て
整 備 が 必 要 と な る 基 準

手で触れれない高温でない
(軸受､ｷﾞﾔ部:60℃以下、ﾓｰﾀ部:80℃以下)

摩耗によるゴム表面の
劣化、変形状態無し

リタンローラ間でベルトの
弛み３０～４０ｍｍ

設備名

装置名

No.

整 備 ・ 点 検 リ ス ト

機 器 名

（注）

回転不良無し
（偏芯して回転していない）

整 備 ・ 点 検 サ イ ク ル



前処理設備

第１不燃物搬送コンベヤ（１） 2／3 ２／３

整 備 ・ 点 検 項 目

No. 区分 毎時 毎日 毎週 毎月 2ｹ月 3ｹ月 6ｹ月 毎年 2ｹ年 3ｹ年

第１不燃物搬送コンベヤ（１） １６ ◎ ローラ取付ブラケットのケークの堆積 ○

１７ ◎ ヘッドシュートのケークの堆積 ○ ケークが大量に堆積していない

１８ ◎ コンベヤ底面のケークの堆積 ○ ケークが大量に堆積していない

１９ ○ 搬送物の搬送量 ○

２０ ○ 搬送物の荷詰まり、引っ掛かり ○ 荷詰まり、引っ掛かり無し

２１ ○ 搬送物の搬送状態 ○

２２ ○ 搬送物の荷こぼれ ○ 荷こぼれ極少量

２３ ○ 搬送物の投入状態 ○

２４ ○ フレームの屈曲 ○ 屈曲無し

２５ ○ クリーナ密着度 ○

２６ ○ スクレーパ密着度 ○

２７ ○ スカートゴムの接触具合 ○

２８ ◎ スリップ検知器部近接スイッチ、検出片の粉塵の付着 ○ 粉塵の付着無し

２９ ○ スリップ検知器部検出片の変形 ○ 変形無し

３０ ○ ボルトのゆるみ ○ 各箇所ゆるみ無し

１．「整備・点検項目」欄の「Ｎｏ.」は機器毎の連番です。

２．「整備・点検項目」欄の「区分」は整備項目の場合は「◎」、点検項目の場合は「○」で示します。

３．整備・点検サイクルは「○」で示しています。

ベルト、ローラに過大な
負荷を与えていない

スクレーパゴムはベルト表面に
密着している

スカートゴムはベルト表面に
軽く接触している

装置名 整 備 ・ 点 検 リ ス ト

No. 機 器 名
整 備 ・ 点 検 サ イ ク ル

点 検 結 果 に 対 し て
整 備 が 必 要 と な る 基 準

仕様条件以上の搬送量を
搬送していない

搬送物がベルト中央に載っている
（片荷の状態になっていない）

（注）

クリーナチップはベルト表面に
軽く接触している

堆積物（ケーク）が
ローラに接触していない

設備名



前処理設備

第１不燃物搬送コンベヤ（１） 3／3 ３／３

整 備 ・ 点 検 項 目

No. 区分 毎時 毎日 毎週 毎月 2ｹ月 3ｹ月 6ｹ月 毎年 2ｹ年 3ｹ年

第１不燃物搬送コンベヤ（１） ３１ ○ 変角部でのキャリヤ側ベルトの浮き上がり ○

１．「整備・点検項目」欄の「Ｎｏ.」は機器毎の連番です。

２．「整備・点検項目」欄の「区分」は整備項目の場合は「◎」、点検項目の場合は「○」で示します。

３．整備・点検サイクルは「○」で示しています。

（注）

設備名

No. 機 器 名
整 備 ・ 点 検 サ イ ク ル

点 検 結 果 に 対 し て
整 備 が 必 要 と な る 基 準

ベルトの中央部が搬送面側に
膨らんでいない

装置名 整 備 ・ 点 検 リ ス ト



前処理設備

第１不燃物搬送コンベヤ（２） 1／3 １／３

整 備 ・ 点 検 項 目

No. 区分 毎時 毎日 毎週 毎月 2ｹ月 3ｹ月 6ｹ月 毎年 2ｹ年 3ｹ年

第１不燃物搬送コンベヤ（２） １ ○ ハイポニック減速機の異常発熱 ○

２ ○ ハイポニック減速機の異音 ○ 異音無し

３ ○ 電源コードの断線 ○ 断線箇所無し

４ ○ ベルトのスリップ ○ スリップ無し

５ ○ ベルトの蛇行、片寄り ○ 蛇行幅±１５ｍｍ以内(ベルト幅方向)

６ ○ ベルトの摩耗、損傷、接合部の剥離 ○ 損傷、剥離箇所無し

７ ○ ベルトの張り具合 ○

８ ○ 軸受の回転不良 ○ 回転不良無し

９ ○ 軸受の異音 ○ 異音無し

１０ ○ ラギングゴム、クッションゴムの摩耗 ○

１１ ◎ プーリ表面のケーク付着 ○ プーリ表面はなめらかである

１２ ○ ローラの回転不良 ○

１３ ○ ローラの異音 ○ 異音無し

１４ ◎ ローラ表面のケーク付着 ○ ローラ表面はなめらかである

１５ ○ ベルト、プーリ、ローラ等の回転体への異物の噛み込み ○ 異物の噛み込み無し

１．「整備・点検項目」欄の「Ｎｏ.」は機器毎の連番です。

２．「整備・点検項目」欄の「区分」は整備項目の場合は「◎」、点検項目の場合は「○」で示します。

３．整備・点検サイクルは「○」で示しています。

回転不良無し
（偏芯して回転していない）

整 備 ・ 点 検 サ イ ク ル
点 検 結 果 に 対 し て
整 備 が 必 要 と な る 基 準

手で触れれない高温でない
(軸受､ｷﾞﾔ部:60℃以下、ﾓｰﾀ部:80℃以下)

摩耗によるゴム表面の
劣化、変形状態無し

リタンローラ間でベルトの
弛み３０～４０ｍｍ

設備名

装置名

No.

整 備 ・ 点 検 リ ス ト

機 器 名

（注）



前処理設備

第１不燃物搬送コンベヤ（２） 2／3 ２／３

整 備 ・ 点 検 項 目

No. 区分 毎時 毎日 毎週 毎月 2ｹ月 3ｹ月 6ｹ月 毎年 2ｹ年 3ｹ年

第１不燃物搬送コンベヤ（２） １６ ◎ ローラ取付ブラケットのケークの堆積 ○

１７ ◎ ヘッドシュートのケークの堆積 ○ ケークが大量に堆積していない

１８ ◎ コンベヤ底面のケークの堆積 ○ ケークが大量に堆積していない

１９ ○ 搬送物の搬送量 ○

２０ ○ 搬送物の荷詰まり、引っ掛かり ○ 荷詰まり、引っ掛かり無し

２１ ○ 搬送物の搬送状態 ○

２２ ○ 搬送物の荷こぼれ ○ 荷こぼれ極少量

２３ ○ 搬送物の投入状態 ○

２４ ○ フレームの屈曲 ○ 屈曲無し

２５ ○ クリーナ密着度 ○

２６ ○ スクレーパ密着度 ○

２７ ○ スカートゴムの接触具合 ○

２８ ◎ スリップ検知器部近接スイッチ、検出片の粉塵の付着 ○ 粉塵の付着無し

２９ ○ スリップ検知器部検出片の変形 ○ 変形無し

３０ ○ ボルトのゆるみ ○ 各箇所ゆるみ無し

１．「整備・点検項目」欄の「Ｎｏ.」は機器毎の連番です。

２．「整備・点検項目」欄の「区分」は整備項目の場合は「◎」、点検項目の場合は「○」で示します。

３．整備・点検サイクルは「○」で示しています。

整 備 ・ 点 検 サ イ ク ル
点 検 結 果 に 対 し て
整 備 が 必 要 と な る 基 準

堆積物（ケーク）が
ローラに接触していない

設備名

ベルト、ローラに過大な
負荷を与えていない

スクレーパゴムはベルト表面に
密着している

スカートゴムはベルト表面に
軽く接触している

クリーナチップはベルト表面に
軽く接触している

装置名 整 備 ・ 点 検 リ ス ト

No.

仕様条件以上の搬送量を
搬送していない

搬送物がベルト中央に載っている
（片荷の状態になっていない）

（注）

機 器 名



前処理設備

第１不燃物搬送コンベヤ（２） 3／3 ３／３

整 備 ・ 点 検 項 目

No. 区分 毎時 毎日 毎週 毎月 2ｹ月 3ｹ月 6ｹ月 毎年 2ｹ年 3ｹ年

第１不燃物搬送コンベヤ（２） ３１ ○ 変角部でのキャリヤ側ベルトの浮き上がり ○

１．「整備・点検項目」欄の「Ｎｏ.」は機器毎の連番です。

２．「整備・点検項目」欄の「区分」は整備項目の場合は「◎」、点検項目の場合は「○」で示します。

３．整備・点検サイクルは「○」で示しています。

（注）

設備名

No. 機 器 名

装置名 整 備 ・ 点 検 リ ス ト

整 備 ・ 点 検 サ イ ク ル
点 検 結 果 に 対 し て
整 備 が 必 要 と な る 基 準

ベルトの中央部が搬送面側に
膨らんでいない



前処理設備

第２不燃物搬送コンベヤ 1／3 １／３

整 備 ・ 点 検 項 目

No. 区分 毎時 毎日 毎週 毎月 2ｹ月 3ｹ月 6ｹ月 毎年 2ｹ年 3ｹ年

第２不燃物搬送コンベヤ １ ○ ハイポニック減速機の異常発熱 ○

２ ○ ハイポニック減速機の異音 ○ 異音無し

３ ○ 電源コードの断線 ○ 断線箇所無し

４ ○ ベルトのスリップ ○ スリップ無し

５ ○ ベルトの蛇行、片寄り ○ 蛇行幅±１５ｍｍ以内(ベルト幅方向)

６ ○ ベルトの摩耗、損傷、接合部の剥離 ○ 損傷、剥離箇所無し

７ ○ ベルトの張り具合 ○

８ ○ 軸受の回転不良 ○ 回転不良無し

９ ○ 軸受の異音 ○ 異音無し

１０ ○ ラギングゴム、クッションゴムの摩耗 ○

１１ ◎ プーリ表面のケーク付着 ○ プーリ表面はなめらかである

１２ ○ ローラの回転不良 ○

１３ ○ ローラの異音 ○ 異音無し

１４ ◎ ローラ表面のケーク付着 ○ ローラ表面はなめらかである

１５ ○ ベルト、プーリ、ローラ等の回転体への異物の噛み込み ○ 異物の噛み込み無し

１．「整備・点検項目」欄の「Ｎｏ.」は機器毎の連番です。

２．「整備・点検項目」欄の「区分」は整備項目の場合は「◎」、点検項目の場合は「○」で示します。

３．整備・点検サイクルは「○」で示しています。

回転不良無し
（偏芯して回転していない）

整 備 ・ 点 検 サ イ ク ル
点 検 結 果 に 対 し て
整 備 が 必 要 と な る 基 準

手で触れれない高温でない
(軸受､ｷﾞﾔ部:60℃以下、ﾓｰﾀ部:80℃以下)

摩耗によるゴム表面の
劣化、変形状態無し

リタンローラ間でベルトの
弛み３０～４０ｍｍ

設備名

装置名

No.

整 備 ・ 点 検 リ ス ト

機 器 名

（注）



前処理設備

第２不燃物搬送コンベヤ 2／3 ２／３

整 備 ・ 点 検 項 目

No. 区分 毎時 毎日 毎週 毎月 2ｹ月 3ｹ月 6ｹ月 毎年 2ｹ年 3ｹ年

第２不燃物搬送コンベヤ １６ ◎ ローラ取付ブラケットのケークの堆積 ○

１７ ◎ ヘッドシュートのケークの堆積 ○ ケークが大量に堆積していない

１８ ◎ コンベヤ底面のケークの堆積 ○ ケークが大量に堆積していない

１９ ○ 搬送物の搬送量 ○

２０ ○ 搬送物の荷詰まり、引っ掛かり ○ 荷詰まり、引っ掛かり無し

２１ ○ 搬送物の搬送状態 ○

２２ ○ 搬送物の荷こぼれ ○ 荷こぼれ極少量

２３ ○ 搬送物の投入状態 ○

２４ ○ フレームの屈曲 ○ 屈曲無し

２５ ○ クリーナ密着度 ○

２６ ○ スクレーパ密着度 ○

２７ ○ スカートゴムの接触具合 ○

２８ ◎ スリップ検知器部近接スイッチ、検出片の粉塵の付着 ○ 粉塵の付着無し

２９ ○ スリップ検知器部検出片の変形 ○ 変形無し

３０ ○ ボルトのゆるみ ○ 各箇所ゆるみ無し

１．「整備・点検項目」欄の「Ｎｏ.」は機器毎の連番です。

２．「整備・点検項目」欄の「区分」は整備項目の場合は「◎」、点検項目の場合は「○」で示します。

３．整備・点検サイクルは「○」で示しています。

整 備 ・ 点 検 サ イ ク ル
点 検 結 果 に 対 し て
整 備 が 必 要 と な る 基 準

堆積物（ケーク）が
ローラに接触していない

設備名

ベルト、ローラに過大な
負荷を与えていない

スクレーパゴムはベルト表面に
密着している

スカートゴムはベルト表面に
軽く接触している

クリーナチップはベルト表面に
軽く接触している

装置名 整 備 ・ 点 検 リ ス ト

No.

仕様条件以上の搬送量を
搬送していない

搬送物がベルト中央に載っている
（片荷の状態になっていない）

（注）

機 器 名



前処理設備

第２不燃物搬送コンベヤ 3／3 ３／３

整 備 ・ 点 検 項 目

No. 区分 毎時 毎日 毎週 毎月 2ｹ月 3ｹ月 6ｹ月 毎年 2ｹ年 3ｹ年

第２不燃物搬送コンベヤ ３１ ○ 変角部でのキャリヤ側ベルトの浮き上がり ○

１．「整備・点検項目」欄の「Ｎｏ.」は機器毎の連番です。

２．「整備・点検項目」欄の「区分」は整備項目の場合は「◎」、点検項目の場合は「○」で示します。

３．整備・点検サイクルは「○」で示しています。

（注）

設備名

No. 機 器 名

装置名 整 備 ・ 点 検 リ ス ト

整 備 ・ 点 検 サ イ ク ル
点 検 結 果 に 対 し て
整 備 が 必 要 と な る 基 準

ベルトの中央部が搬送面側に
膨らんでいない



前処理設備

不燃系鉄搬送コンベヤ 1／2 １／２

整 備 ・ 点 検 項 目

No. 区分 毎時 毎日 毎週 毎月 2ｹ月 3ｹ月 6ｹ月 毎年 2ｹ年 3ｹ年

不燃系鉄搬送コンベヤ １ ○ ハイポニック減速機の異常発熱 ○

２ ○ ハイポニック減速機の異音 ○ 異音無し

３ ○ 電源コードの断線 ○ 断線箇所無し

４ ○ ベルトのスリップ ○ スリップ無し

５ ○ ベルトの蛇行、片寄り ○ 蛇行幅±１５ｍｍ以内(ベルト幅方向)

６ ○ ベルトの摩耗、損傷、接合部の剥離 ○ 損傷、剥離箇所無し

７ ○ ベルトの張り具合 ○

８ ○ 軸受の回転不良 ○ 回転不良無し

９ ○ 軸受の異音 ○ 異音無し

１０ ○ ラギングゴム、クッションゴムの摩耗 ○

１１ ◎ プーリ表面のケーク付着 ○ プーリ表面はなめらかである

１２ ○ ローラの回転不良 ○

１３ ○ ローラの異音 ○ 異音無し

１４ ◎ ローラ表面のケーク付着 ○ ローラ表面はなめらかである

１５ ○ ベルト、プーリ、ローラ等の回転体への異物の噛み込み ○ 異物の噛み込み無し

１．「整備・点検項目」欄の「Ｎｏ.」は機器毎の連番です。

２．「整備・点検項目」欄の「区分」は整備項目の場合は「◎」、点検項目の場合は「○」で示します。

３．整備・点検サイクルは「○」で示しています。

（注）

整 備 ・ 点 検 サ イ ク ル
点 検 結 果 に 対 し て
整 備 が 必 要 と な る 基 準

手で触れれない高温でない
(軸受､ｷﾞﾔ部:60℃以下、ﾓｰﾀ部:80℃以下)

摩耗によるゴム表面の
劣化、変形状態無し

リタンローラ間でベルトの
弛み３０～４０ｍｍ

回転不良無し
（偏芯して回転していない）

設備名

装置名

No.

整 備 ・ 点 検 リ ス ト

機 器 名



前処理設備

不燃系鉄搬送コンベヤ 2／2 ２／２

整 備 ・ 点 検 項 目

No. 区分 毎時 毎日 毎週 毎月 2ｹ月 3ｹ月 6ｹ月 毎年 2ｹ年 3ｹ年

不燃系鉄搬送コンベヤ １６ ◎ ローラ取付ブラケットのケークの堆積 ○

１７ ◎ ヘッドシュートのケークの堆積 ○ ケークが大量に堆積していない

１８ ◎ コンベヤ底面のケークの堆積 ○ ケークが大量に堆積していない

１９ ○ 搬送物の搬送量 ○

２０ ○ 搬送物の荷詰まり、引っ掛かり ○ 荷詰まり、引っ掛かり無し

２１ ○ 搬送物の搬送状態 ○

２２ ○ 搬送物の荷こぼれ ○ 荷こぼれ極少量

２３ ○ 搬送物の投入状態 ○

２４ ○ フレームの屈曲 ○ 屈曲無し

２５ ○ クリーナ密着度 ○

２６ ○ スクレーパ密着度 ○

２７ ○ スカートゴムの接触具合 ○

２８ ◎ スリップ検知器部近接スイッチ、検出片の粉塵の付着 ○ 粉塵の付着無し

２９ ○ スリップ検知器部検出片の変形 ○ 変形無し

３０ ○ ボルトのゆるみ ○ 各箇所ゆるみ無し

１．「整備・点検項目」欄の「Ｎｏ.」は機器毎の連番です。

２．「整備・点検項目」欄の「区分」は整備項目の場合は「◎」、点検項目の場合は「○」で示します。

３．整備・点検サイクルは「○」で示しています。

点 検 結 果 に 対 し て
整 備 が 必 要 と な る 基 準

仕様条件以上の搬送量を
搬送していない

スカートゴムはベルト表面に
軽く接触している

堆積物（ケーク）が
ローラに接触していない

設備名

搬送物がベルト中央に載っている
（片荷の状態になっていない）

ベルト、ローラに過大な
負荷を与えていない

スクレーパゴムはベルト表面に
密着している

クリーナチップはベルト表面に
軽く接触している

（注）

装置名 整 備 ・ 点 検 リ ス ト

No. 機 器 名
整 備 ・ 点 検 サ イ ク ル



前処理設備

第１可燃物搬送コンベヤ 1／3 １／３

整 備 ・ 点 検 項 目

No. 区分 毎時 毎日 毎週 毎月 2ｹ月 3ｹ月 6ｹ月 毎年 2ｹ年 3ｹ年

第１可燃物搬送コンベヤ １ ○ ハイポニック減速機の異常発熱 ○

２ ○ ハイポニック減速機の異音 ○ 異音無し

３ ○ 電源コードの断線 ○ 断線箇所無し

４ ○ ベルトのスリップ ○ スリップ無し

５ ○ ベルトの蛇行、片寄り ○ 蛇行幅±１５ｍｍ以内(ベルト幅方向)

６ ○ ベルトの摩耗、損傷、接合部の剥離 ○ 損傷、剥離箇所無し

７ ○ ベルトの張り具合 ○

８ ○ 軸受の回転不良 ○ 回転不良無し

９ ○ 軸受の異音 ○ 異音無し

１０ ○ ラギングゴム、クッションゴムの摩耗 ○

１１ ◎ プーリ表面のケーク付着 ○ プーリ表面はなめらかである

１２ ○ ローラの回転不良 ○

１３ ○ ローラの異音 ○ 異音無し

１４ ◎ ローラ表面のケーク付着 ○ ローラ表面はなめらかである

１５ ○ ベルト、プーリ、ローラ等の回転体への異物の噛み込み ○ 異物の噛み込み無し

１．「整備・点検項目」欄の「Ｎｏ.」は機器毎の連番です。

２．「整備・点検項目」欄の「区分」は整備項目の場合は「◎」、点検項目の場合は「○」で示します。

３．整備・点検サイクルは「○」で示しています。

手で触れれない高温でない
(軸受､ｷﾞﾔ部:60℃以下、ﾓｰﾀ部:80℃以下)

摩耗によるゴム表面の
劣化、変形状態無し

リタンローラ間でベルトの
弛み３０～４０ｍｍ

回転不良無し
（偏芯して回転していない）

設備名

装置名

No.

整 備 ・ 点 検 リ ス ト

機 器 名

（注）

整 備 ・ 点 検 サ イ ク ル
点 検 結 果 に 対 し て
整 備 が 必 要 と な る 基 準



前処理設備

第１可燃物搬送コンベヤ 2／3 ２／３

整 備 ・ 点 検 項 目

No. 区分 毎時 毎日 毎週 毎月 2ｹ月 3ｹ月 6ｹ月 毎年 2ｹ年 3ｹ年

第１可燃物搬送コンベヤ １６ ◎ ローラ取付ブラケットのケークの堆積 ○

１７ ◎ ヘッドシュートのケークの堆積 ○ ケークが大量に堆積していない

１８ ◎ コンベヤ底面のケークの堆積 ○ ケークが大量に堆積していない

１９ ○ 搬送物の搬送量 ○

２０ ○ 搬送物の荷詰まり、引っ掛かり ○ 荷詰まり、引っ掛かり無し

２１ ○ 搬送物の搬送状態 ○

２２ ○ 搬送物の荷こぼれ ○ 荷こぼれ極少量

２３ ○ 搬送物の投入状態 ○

２４ ○ フレームの屈曲 ○ 屈曲無し

２５ ○ クリーナ密着度 ○

２６ ○ スクレーパ密着度 ○

２７ ○ スカートゴムの接触具合 ○

２８ ◎ スリップ検知器部近接スイッチ、検出片の粉塵の付着 ○ 粉塵の付着無し

２９ ○ スリップ検知器部検出片の変形 ○ 変形無し

３０ ○ ボルトのゆるみ ○ 各箇所ゆるみ無し

１．「整備・点検項目」欄の「Ｎｏ.」は機器毎の連番です。

２．「整備・点検項目」欄の「区分」は整備項目の場合は「◎」、点検項目の場合は「○」で示します。

３．整備・点検サイクルは「○」で示しています。

堆積物（ケーク）が
ローラに接触していない

設備名

装置名 整 備 ・ 点 検 リ ス ト

No. 機 器 名
整 備 ・ 点 検 サ イ ク ル

点 検 結 果 に 対 し て
整 備 が 必 要 と な る 基 準

仕様条件以上の搬送量を
搬送していない

搬送物がベルト中央に載っている
（片荷の状態になっていない）

クリーナチップはベルト表面に
軽く接触している

（注）

ベルト、ローラに過大な
負荷を与えていない

スクレーパゴムはベルト表面に
密着している

スカートゴムはベルト表面に
軽く接触している



前処理設備

第１可燃物搬送コンベヤ 3／3 ３／３

整 備 ・ 点 検 項 目

No. 区分 毎時 毎日 毎週 毎月 2ｹ月 3ｹ月 6ｹ月 毎年 2ｹ年 3ｹ年

第１可燃物搬送コンベヤ ３１ ○ 金属検出器の感度 ○

３２ ○ 切替ダンパーの作動状態 ○ 作動不良無し

３３ ◎ 切替ダンパー表面のケークの付着 ○ ダンパー表面はなめらかである

３４ ○ 金属検出器と切替ダンパーの連携 ○ タイムラグ無し

１．「整備・点検項目」欄の「Ｎｏ.」は機器毎の連番です。

２．「整備・点検項目」欄の「区分」は整備項目の場合は「◎」、点検項目の場合は「○」で示します。

３．整備・点検サイクルは「○」で示しています。

装置名 整 備 ・ 点 検 リ ス ト

（注）

設備名

No. 機 器 名
整 備 ・ 点 検 サ イ ク ル

点 検 結 果 に 対 し て
整 備 が 必 要 と な る 基 準

基準サイズの金属を
きちんと検知している



前処理設備

第２可燃物搬送コンベヤ 1／2 １／２

整 備 ・ 点 検 項 目

No. 区分 毎時 毎日 毎週 毎月 2ｹ月 3ｹ月 6ｹ月 毎年 2ｹ年 3ｹ年

第２可燃物搬送コンベヤ １ ○ ハイポニック減速機の異常発熱 ○

２ ○ ハイポニック減速機の異音 ○ 異音無し

３ ○ 電源コードの断線 ○ 断線箇所無し

４ ○ ベルトのスリップ ○ スリップ無し

５ ○ ベルトの蛇行、片寄り ○ 蛇行幅±１５ｍｍ以内(ベルト幅方向)

６ ○ ベルトの摩耗、損傷、接合部の剥離 ○ 損傷、剥離箇所無し

７ ○ ベルトの張り具合 ○

８ ○ 軸受の回転不良 ○ 回転不良無し

９ ○ 軸受の異音 ○ 異音無し

１０ ○ ラギングゴム、クッションゴムの摩耗 ○

１１ ◎ プーリ表面のケーク付着 ○ プーリ表面はなめらかである

１２ ○ ローラの回転不良 ○

１３ ○ ローラの異音 ○ 異音無し

１４ ◎ ローラ表面のケーク付着 ○ ローラ表面はなめらかである

１５ ○ ベルト、プーリ、ローラ等の回転体への異物の噛み込み ○ 異物の噛み込み無し

１．「整備・点検項目」欄の「Ｎｏ.」は機器毎の連番です。

２．「整備・点検項目」欄の「区分」は整備項目の場合は「◎」、点検項目の場合は「○」で示します。

３．整備・点検サイクルは「○」で示しています。

設備名

装置名

No.

整 備 ・ 点 検 リ ス ト

機 器 名

（注）

整 備 ・ 点 検 サ イ ク ル
点 検 結 果 に 対 し て
整 備 が 必 要 と な る 基 準

手で触れれない高温でない
(軸受､ｷﾞﾔ部:60℃以下、ﾓｰﾀ部:80℃以下)

摩耗によるゴム表面の
劣化、変形状態無し

リタンローラ間でベルトの
弛み３０～４０ｍｍ

回転不良無し
（偏芯して回転していない）



前処理設備

第２可燃物搬送コンベヤ 2／2 ２／２

整 備 ・ 点 検 項 目

No. 区分 毎時 毎日 毎週 毎月 2ｹ月 3ｹ月 6ｹ月 毎年 2ｹ年 3ｹ年

第２可燃物搬送コンベヤ １６ ◎ ローラ取付ブラケットのケークの堆積 ○

１７ ◎ ヘッドシュートのケークの堆積 ○ ケークが大量に堆積していない

１８ ◎ コンベヤ底面のケークの堆積 ○ ケークが大量に堆積していない

１９ ○ 搬送物の搬送量 ○

２０ ○ 搬送物の荷詰まり、引っ掛かり ○ 荷詰まり、引っ掛かり無し

２１ ○ 搬送物の搬送状態 ○

２２ ○ 搬送物の荷こぼれ ○ 荷こぼれ極少量

２３ ○ 搬送物の投入状態 ○

２４ ○ フレームの屈曲 ○ 屈曲無し

２５ ○ クリーナ密着度 ○

２６ ○ スクレーパ密着度 ○

２７ ○ スカートゴムの接触具合 ○

２８ ◎ スリップ検知器部近接スイッチ、検出片の粉塵の付着 ○ 粉塵の付着無し

２９ ○ スリップ検知器部検出片の変形 ○ 変形無し

３０ ○ ボルトのゆるみ ○ 各箇所ゆるみ無し

１．「整備・点検項目」欄の「Ｎｏ.」は機器毎の連番です。

２．「整備・点検項目」欄の「区分」は整備項目の場合は「◎」、点検項目の場合は「○」で示します。

３．整備・点検サイクルは「○」で示しています。

スカートゴムはベルト表面に
軽く接触している

堆積物（ケーク）が
ローラに接触していない

搬送物がベルト中央に載っている
（片荷の状態になっていない）

ベルト、ローラに過大な
負荷を与えていない

スクレーパゴムはベルト表面に
密着している

クリーナチップはベルト表面に
軽く接触している

整 備 ・ 点 検 リ ス ト

No. 機 器 名
整 備 ・ 点 検 サ イ ク ル

点 検 結 果 に 対 し て
整 備 が 必 要 と な る 基 準

仕様条件以上の搬送量を
搬送していない

設備名

（注）

装置名



前処理設備

第５可燃物搬送コンベヤ 1／2 １／２

整 備 ・ 点 検 項 目

No. 区分 毎時 毎日 毎週 毎月 2ｹ月 3ｹ月 6ｹ月 毎年 2ｹ年 3ｹ年

第５可燃物搬送コンベヤ １ ○ ハイポニック減速機の異常発熱 ○

２ ○ ハイポニック減速機の異音 ○ 異音無し

３ ○ 電源コードの断線 ○ 断線箇所無し

４ ○ ベルトのスリップ ○ スリップ無し

５ ○ ベルトの蛇行、片寄り ○ 蛇行幅±１５ｍｍ以内(ベルト幅方向)

６ ○ ベルトの摩耗、損傷、接合部の剥離 ○ 損傷、剥離箇所無し

７ ○ ベルトの張り具合 ○

８ ○ 軸受の回転不良 ○ 回転不良無し

９ ○ 軸受の異音 ○ 異音無し

１０ ○ クッションゴムの摩耗 ○

１１ ◎ プーリ表面のケーク付着 ○ プーリ表面はなめらかである

１２ ○ ローラの回転不良 ○

１３ ○ ローラの異音 ○ 異音無し

１４ ◎ ローラ表面のケーク付着 ○ ローラ表面はなめらかである

１５ ○ ベルト、プーリ、ローラ等の回転体への異物の噛み込み ○ 異物の噛み込み無し

１．「整備・点検項目」欄の「Ｎｏ.」は機器毎の連番です。

２．「整備・点検項目」欄の「区分」は整備項目の場合は「◎」、点検項目の場合は「○」で示します。

３．整備・点検サイクルは「○」で示しています。

（注）

整 備 ・ 点 検 サ イ ク ル
点 検 結 果 に 対 し て
整 備 が 必 要 と な る 基 準

手で触れれない高温でない
(軸受､ｷﾞﾔ部:60℃以下、ﾓｰﾀ部:80℃以下)

摩耗によるゴム表面の
劣化、変形状態無し

リタンローラ間でベルトの
弛み３０～４０ｍｍ

回転不良無し
（偏芯して回転していない）

設備名

装置名

No.

整 備 ・ 点 検 リ ス ト

機 器 名



前処理設備

第５可燃物搬送コンベヤ 2／2 ２／２

整 備 ・ 点 検 項 目

No. 区分 毎時 毎日 毎週 毎月 2ｹ月 3ｹ月 6ｹ月 毎年 2ｹ年 3ｹ年

第５可燃物搬送コンベヤ １６ ◎ ローラ取付ブラケットのケークの堆積 ○

１７ ◎ ヘッドシュートのケークの堆積 ○ ケークが大量に堆積していない

１８ ◎ コンベヤ底面のケークの堆積 ○ ケークが大量に堆積していない

１９ ○ 搬送物の搬送量 ○

２０ ○ 搬送物の荷詰まり、引っ掛かり ○ 荷詰まり、引っ掛かり無し

２１ ○ 搬送物の搬送状態 ○

２２ ○ 搬送物の荷こぼれ ○ 荷こぼれ極少量

２３ ○ 搬送物の投入状態 ○

２４ ○ フレームの屈曲 ○ 屈曲無し

２５ ○ クリーナ密着度 ○

２６ ○ スクレーパ密着度 ○

２７ ○ スカートゴムの接触具合 ○

２８ ◎ スリップ検知器部近接スイッチ、検出片の粉塵の付着 ○ 粉塵の付着無し

２９ ○ スリップ検知器部検出片の変形 ○ 変形無し

３０ ○ ボルトのゆるみ ○ 各箇所ゆるみ無し

１．「整備・点検項目」欄の「Ｎｏ.」は機器毎の連番です。

２．「整備・点検項目」欄の「区分」は整備項目の場合は「◎」、点検項目の場合は「○」で示します。

３．整備・点検サイクルは「○」で示しています。

点 検 結 果 に 対 し て
整 備 が 必 要 と な る 基 準

仕様条件以上の搬送量を
搬送していない

スカートゴムはベルト表面に
軽く接触している

堆積物（ケーク）が
ローラに接触していない

設備名

搬送物がベルト中央に載っている
（片荷の状態になっていない）

ベルト、ローラに過大な
負荷を与えていない

スクレーパゴムはベルト表面に
密着している

クリーナゴムはベルト表面に
軽く接触している

（注）

装置名 整 備 ・ 点 検 リ ス ト

No. 機 器 名
整 備 ・ 点 検 サ イ ク ル
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No. 区分 毎時 毎日 毎週 毎月 ２ヶ月 ３ヶ月 ６ヶ月 毎年 ２ヶ年 ３ヶ年
1 消石灰定量供給装置 ボルト、ビスの緩みはないか 緩みがあれば増し締めする

異常音の発生はないか 異常音がないこと

モータに過度の温度上昇はないか 周囲温度＋50℃以下
（基準周囲温度MAX40℃）

減速機に過度の温度上昇はないか 60℃以下（指示温度と周囲の温度の差）

モータの電流値は正常か 定格電流値以下

軸部からの粉漏れはないか 粉漏れがあった場合は軸シールの部品
交換

輸送部に粉溜まり、付着はないか 供給に問題がないこと

回転羽根の変形、磨耗はないか 供給状態及び回転に問題のないこと

回転羽根及び底盤に粉の付着、固着はないか 成長性が無く供給に問題のない事

シュート及びエジェクタに粉の付着・固着はないか 成長性が無く供給に問題のない事

2 消石灰貯留槽頂部バグフィルタ フィルタ－の布取付・吹き洩れ              室内に粉塵が無いこと

フィルタ－の布劣化 ○ 磨耗（ささくれ）が無いこと
粉塵の固着が無いこと

払い落し機構 ○ 規定の動作をすること

扉部のエア－リ－ク ○ リ－クが無いこと
パッキンの片寄り・劣化がないこと

フランジ部のエア－リ－ク ○ リ－クが無いこと
フランジ部のボルト・パッキンの欠落 欠落が無いこと
ケ－ス内粉塵推績 ○ 壁面への付着・ブリッジが無いこと

腐食・磨耗 ○ 板厚３／４以上であること

風量（接続管）・静圧（接続管・排気管） ○ 規　定　値

盤内粉塵の侵入 ○ 粉塵の推績が無いこと

計器類 2 規　定　値

取付ボルトの固定状態 ○ 折損・腐食・ゆるみが無いこと

（注） 1． 「整備・点検項目」欄の「Ｎｏ．」は機器毎の連番です。
2． 「整備・点検項目」欄の「区分」は整備項目の場合は「◎」、点検項目の場合は「○」で示します。
3． 整備・点検サイクルは「○」で示します。

10

11

○

○

○

○

○

○

8

9

○

○

○

○

2

3

4

5

6

7

○○

整備・点検リスト

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

設備名
装置名

排ガス処理設備
消石灰貯留槽

○

整 備 ・ 点 検 サ イ ク ル
機　　器　　名No.

点検結果に対して
整備が必要となる基準

整 備 ・ 点 検 項 目

○

5

6

7

8

1

2

3

4

○

○

○

○

○

○

1

○

○

9

10



2/3 ／

No. 区分 毎時 毎日 毎週 毎月 ２ヶ月 ３ヶ月 ６ヶ月 毎年 ２ヶ年 ３ヶ年
3 レベル計　ＬＬ、Ｌ

（回転式）

4 レベル計　ＨＨ
（振動式）

5 消石灰定量供給装置溶用手動
スライドゲート

6 薬品吹込ブロワ 銘板値以下

（注） 1． 「整備・点検項目」欄の「Ｎｏ．」は機器毎の連番です。
2． 「整備・点検項目」欄の「区分」は整備項目の場合は「◎」、点検項目の場合は「○」で示します。
3． 整備・点検サイクルは「○」で示します。

極度の経年劣化のないこと

定格電流値以下

モーター銘板値±１０％以内

○

○

部材のずれ、亀裂、変形の無いこと

異常音がないこと

異常振動がないこと

４０゜Ｃ以下

銘板値±１０％以内

振動復帰時間が約５秒以内であること
出力接点が正しく出ていること
緩みがあれば増し締めする

異常音がないこと

異常なキズが無いこと

変形・損傷の有無

腐食状態・結露状態

ボルト・ナット類のゆるみ・ずれ

運転状態

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

パッキン類の経年劣化点検

変形・損傷の有無

腐食状態・結露状態

運転状態

パッキン類の経年劣化点検

空気量

2

3

5

ボルト、ビスの緩みはないか

異常音の発生はないか

ボルト・ナット類のゆるみ・ずれ

電圧

振動

吹込温度

3

4

5

1

電流

騒音

ゲ－ト板にキズはないか

圧力

○

部材のずれ、亀裂、変形の無いこと

極度の腐食・結露の進行がないこと

ゆるみ・ずれの無いこと

異音・異常振動等のないこと

1

2

極度の腐食の進行がないこと

○

○

○

○

7 ○

3

○

○

○

○

2 ○

○

4 ○

5 ○

6 ○

1 ○

腐食・結露の無いこと

3

ゆるみ・ずれの無いこと

4

○

○

○

1 ○

2

整 備 ・ 点 検 項 目 整 備 ・ 点 検 サ イ ク ル

○

整備・点検リスト

点検結果に対して
整備が必要となる基準

設備名 排ガス処理設備
装置名 消石灰貯留槽

No. 機　　器　　名



3/3 ／

No. 区分 毎時 毎日 毎週 毎月 ２ヶ月 ３ヶ月 ６ヶ月 毎年 ２ヶ年 ３ヶ年

（注） 1． 「整備・点検項目」欄の「Ｎｏ．」は機器毎の連番です。
2． 「整備・点検項目」欄の「区分」は整備項目の場合は「◎」、点検項目の場合は「○」で示します。
3． 整備・点検サイクルは「○」で示します。

設備名 排ガス処理設備
装置名 消石灰貯留槽 整備・点検リスト

No. 機　　器　　名
整 備 ・ 点 検 項 目 整 備 ・ 点 検 サ イ ク ル 点検結果に対して

整備が必要となる基準

○8 ○
ベ ル ト の 張 り ・ 芯 ず れ 規　定　値

(張り荷重：1.5～2.5kg、たわみ量：4.5mm）

9 ○
ギヤ－オイル量

○
レベルゲ－ジ中心迄

10 ◎
吸込サイレンサの清掃 運転に問題のないこと

○

11 ○
ギヤ－オイル点検 汚れ・劣化の無いこと

○

12 ○
ベアリンググリスの点検 汚れ・劣化の無いこと

○

13 ◎
ベルト交換

○

14 ◎
フィルタ－エレメントの交換

○

15 ◎
ベアリングの交換

○
分解時　３～４年で交換

16 ◎
パッキン，シ－ルの交換

○
分解時　３～４年で交換

17 ◎
ギヤ－の点検・交換

○
分解時　３～４年で交換

18 ○
配管の摩耗はないか

○
目視、触手により摩耗のないこと
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No. 区分 毎時 毎日 毎週 毎月 ２ヶ月 ３ヶ月 ６ヶ月 毎年 ２ヶ年 ３ヶ年
1 活性炭定量供給装置 ボルト、ビスの緩みはないか 緩みがあれば増し締めする

異常音の発生はないか 異常音がないこと

モータに過度の温度上昇はないか 周囲温度＋50℃以下
（基準周囲温度MAX40℃）

減速機に過度の温度上昇はないか 60℃以下（指示温度と周囲の温度の差）

モータの電流値は正常か 定格電流値以下

軸部からの粉漏れはないか 粉漏れがあった場合は軸シールの部品
交換

輸送部に粉溜まり、付着はないか 供給に問題がないこと

回転羽根の変形、磨耗はないか 供給状態及び回転に問題のないこと

回転羽根及び底盤に粉の付着、固着はないか 成長性が無く供給に問題のない事

供給装置のロータに変形・摩耗はないか 供給状態及び回転に問題の無い事

供給装置のロータに粉の付着・固着はないか 成長性が無く供給に問題のない事

シュート及びエジェクタに粉の付着・固着はないか 成長性が無く供給に問題のない事

2 活性炭貯留槽頂部バグフィルタ フィルタ－の布取付・吹き洩れ              室内に粉塵が無いこと

2 フィルタ－の布劣化 ○ 磨耗（ささくれ）が無いこと
粉塵の固着が無いこと

3 払い落し機構 ○ 規定の動作をすること

4 扉部のエア－リ－ク ○ リ－クが無いこと
パッキンの片寄り・劣化がないこと

5 フランジ部のエア－リ－ク ○ リ－クが無いこと
フランジ部のボルト・パッキンの欠落 欠落が無いこと

6 ケ－ス内粉塵推績 ○ 壁面への付着・ブリッジが無いこと

7 腐食・磨耗 ○ 板厚３／４以上であること

8 風量（接続管）・静圧（接続管・排気管） ○ 規　定　値

9 盤内粉塵の侵入 ○ 粉塵の推績が無いこと

10 計器類 2 規　定　値

11 取付ボルトの固定状態 ○ 折損・腐食・ゆるみが無いこと

（注） 1． 「整備・点検項目」欄の「Ｎｏ．」は機器毎の連番です。
2． 「整備・点検項目」欄の「区分」は整備項目の場合は「◎」、点検項目の場合は「○」で示します。
3． 整備・点検サイクルは「○」で示します。

○

○

○

1

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

12

9

10

11

3

4

○

○

○

5

6

7

8

○

No.
点検結果に対して

整備が必要となる基準
整 備 ・ 点 検 項 目

1

2

○

○

○

○

設備名
装置名

排ガス処理設備
活性炭貯留槽

整 備 ・ 点 検 サ イ ク ル
機　　器　　名

○

○

○

○

○

○

整備・点検リスト

○

○

○

○

○○

○ ○
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No. 区分 毎時 毎日 毎週 毎月 ２ヶ月 ３ヶ月 ６ヶ月 毎年 ２ヶ年 ３ヶ年
3 レベル計　ＬＬ、Ｌ、ＨＨ

（振動式）

4 薬品吹込ブロワ

騒　　　　　音 異常音がないこと

振　　　　　動 異常振動がないこと

（注） 1． 「整備・点検項目」欄の「Ｎｏ．」は機器毎の連番です。
2． 「整備・点検項目」欄の「区分」は整備項目の場合は「◎」、点検項目の場合は「○」で示します。
3． 整備・点検サイクルは「○」で示します。

空　　気　　量
○

○
圧　　　　　力

No. 機　　器　　名
整 備 ・ 点 検 項 目

2

○

整 備 ・ 点 検 サ イ ク ル

整備・点検リスト

点検結果に対して
整備が必要となる基準

設備名
装置名 活性炭貯留槽

銘板値以下

銘板値±１０％以内

汚れ・劣化の無いこと

汚れ・劣化の無いこと

運転に問題のないこと

規　定　値

○

○

定格電流値以下

◎

レベルゲ－ジ中心迄

モ－タ－銘板値±１０％以内

４０℃以下

12 ○

11

17 ◎

18 ○

15 ◎

16

振動復帰時間が約５秒以内であること
出力接点が正しく出ていること

ギヤ－の点検・交換

配管の摩耗はないか

フィルタ－エレメントの交換

ベルト交換

吸込サイレンサの清掃

ギヤ－オイル点検

ベアリングの交換

パッキン，シ－ルの交換

ベアリンググリスの点検

14

○

○

◎

○

13 ◎

◎

9

10

8

○

7

○

○

○

○

6

電　　　　　圧

ベ ル ト の 張 り ・ 芯 ず れ

吸　込　温　度

電　　　　　流

ギヤ－オイル量

運転状態

4 ○

5

ケース及び内部に腐食・結露はないか

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

腐食状態

ボルト・ナット類のゆるみ・ずれ

極度の腐食の進行がないこと

ゆるみ・ずれの無いこと

腐食・結露の無いこと

○
変形・損傷の有無

○

(張り荷重：1.5～2.5kg、たわみ量：4.5mm）

分解時　３～４年で交換

分解時　３～４年で交換

部材のずれ、亀裂、変形の無いこと

○

○

分解時　３～４年で交換
○

○

○

○

1

2

目視、触手により摩耗のないこと

○

3

4

5

排ガス処理設備

3

1
















































































































































